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序

．

本
市
で
は
重
点
施
策
で
あ
る
「
個
性
あ
る
市
民
文
化
の
造
型
」
具
現
化
の
一
つ
と
し
て
、
わ
が
国
唯
一
の
文
化
財
で
あ
る
史
跡
元
窺
防
塁
の

保
存
整
備
事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
保
存
活
用
を
促
す
た
め
、
国
お
よ
び
県
の
補
助
を
受
け
、
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
総
合
的
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

九
州
大
学
鏡
山
猛
教
授
を
団
長
と
し
、
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
、
国
史
学
、
工
学
部
建
築
学
、
水
工
土
木
学
、
冶
金
学
、
理
学
部
地
質
学

の
各
研
究
室
を
は
じ
め
、
福
岡
教
育
大
学
、
熊
本
大
学
、
宮
崎
大
学
、
糸
島
高
等
学
校
郷
土
部
、
福
岡
営
林
署
、
福
岡
県
福
岡
農
林
事
務
所
、

福
岡
県
民
生
部
、
地
元
関
係
各
位
な
ど
、
各
方
面
の
ご
指
導
と
ど
協
力
を
得
て
、
今
津
地
区
史
跡
指
定
地
と
そ
の
周
辺
地
域
を
対
象
に
昭
和
四

十
三
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
予
期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と

え
に
関
係
各
位
の
文
化
財
に
対
す
る
深
い
ど
理
解
と
ど
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
証
左
と
い
え
ま
し
ょ
う
O
現
在
生
の
桧
原
、
今
津
両
地

区
で
は
、
保
存
施
設
工
事
を
実
施
中
で
、
昭
和
四
十
三
年
度
中
に
工
事
を
お
わ
り
、
活
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
調
査
概
報
が
、
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
学
界
を
は
じ
め
各
方
面
で
ど
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
O
な
お
、
全
体
の
ま
と
め
に
つ

い
て
は
本
報
告
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
と
も
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
O

本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
調
査
お
よ
び
原
稿
の
執
筆
を
担
当
さ
れ
た
各
位
、
県
教
育
委
員
会
な
ど
の
ど
協
力
に
対
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表

し
ま
す
O昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日

福
　
間
　
市
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会

教
　
育
　
長
　
　
長
　
　
束
　
　
正
　
　
之

例
　
言
　
調
査
員
お
よ
び
関
係
者
は
、
巻
末
に
列
記
し
た
が
、
一
は
岡
崎
敬
、
柳
田
純
孝
、
二
は
佐
藤
浩
、
山
本
輝
雄
、
下
条
信
行
、
橋
口
達
也
、
柳
田
、
三
は

太
田
静
六
、
土
田
充
義
、
四
は
種
子
田
定
勝
、
中
村
真
人
、
温
湯
勝
相
、
辻
和
毅
、
松
岡
繁
雄
、
若
杉
久
志
お
よ
び
遠
藤
尚
、
五
は
山
内
豊
聴
、
時
津
俊
次
、
安
原

一
哉
、
六
は
川
添
昭
二
、
七
は
岡
崎
、
八
は
鏡
山
猛
、
岡
崎
、
川
湊
、
柳
田
が
執
筆
を
担
当
し
た
。
巻
末
の
付
表
一
は
遠
藤
、
二
今
津
年
表
は
川
湊
、
三
碇
石
の
一

覧
表
は
岡
崎
、
小
田
富
士
雄
、
下
条
、
柳
田
が
担
当
し
た
。
付
図
は
下
条
、
橋
口
、
柳
田
、
写
真
は
下
条
、
柳
田
の
手
に
な
り
、
航
空
写
真
は
朝
日
新
聞
西
部
本
社

航
空
部
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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今
津
元
冠
防
塁
発
掘
調
査
概
報

正

誤

表

誤

直
角
に
一
〇
×
五
m

（
分
担
区
の
範
位
）

三
五
×
一
〇
m

（
五
×
二
五
m
）

（
五
×
四
五
m
）

花
崗
石
と
玄
武
岩

鉄
鉱
冶
金
学
教
室

整
級
で

著
じ
る
し
く

縁
色
の
も
の

今
津
砂
丘
の
地
質
調
査

桟
わ
っ
て
い
る

千
津
氏

尊
卑
分
服

埋
っ
て
い
る

朱
或

明
州
（
祈
江
省
章
波
）

正
応
四
（
一
二
八
一
）
年
九
月
三
日

【
備
考
】
　
大
陸
船
我
の
陶
器
と
銀
鍵

直
角
に
五
×
一
〇
m

（
分
担
区
の
範
囲
）

二
五
×
一
〇
m

（
二
五
×
一
〇
m
）

（
四
五
×
一
〇
m
）

花
崗
岩
と
玄
武
岩

鉄
鋼
冶
金
学
教
室

堅
敵
で

著
し
く

緑
色
の
も
の

今
津
砂
丘
の
地
質
調
査
（
付
表
一
参
照
）

横
た
わ
っ
て
い
る

千
葉
氏

尊
卑
分
脈

埋
ま
っ
て
い
る

憺

朱
或

明
州
（
漸
江
省
寧
波
）

正
応
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一
二
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一
）
年
九
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三
日

大
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一

　

は

　

じ

　

め

　

に

二
　
今
津
の
防
塁
と
そ
の
構
造

1
　
Ⅰ
．
Ⅱ
区
の
防
塁

2
　
Ⅲ
・
Ⅳ
区
の
防
塁

3
　
防
塁
構
造
の
総
括

4
　
防
塁
周
辺
の
関
連
遺
跡
と
遺
物

三
　
今
津
防
塁
構
造
の
建
築
学
的
考
察

目

次

四
　
今
津
防
塁
の
石
材
と
今
津
砂
丘
の
地
質
調
査

1
　
今
津
防
塁
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材

2
　
今
津
砂
丘
の
地
質
調
査

五
　
今
津
・
生
の
桧
原
防
塁
の
土
木
工
学
的
考
察

1
　
今
津
防
塁
の
砂
の
性
質

1
3578

0
1

31
5

151610202

3
　
防
塁
の
保
存
方
法

六
　
文
献
か
ら
み
た
今
津
元
冠
防
塁

l
　
今
津
地
区
防
塁
の
築
造
負
担

2
　
今
津
地
区
防
塁
築
造
の

3
　
今
津
地
区
の
警
固
番
役

4
　
日
向
の
元
完
関
係
史
料

七
　
所
謂
「
蒙
古
碇
石
」
　
の
発
見

Ⅰ
志
賀
島
．
唐
泊
の
新
例
Ⅰ

八

　

お

　

わ

　

り

　

に

2
　
防
塁
に
対
す
る
雨
水
お
よ
び
地
下
水
の
影
響
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
1

付
表
　
1
　
今
津
砂
丘
の
比
重
・
粒
径
．
鉱
物
組
織

2
　
中
世
今
津
年
表

3
　
北
九
州
沿
岸
地
域
に
お
け
る
蒙
古
碇
石
一
覧
表

付
図
　
1
　
蒙
古
襲
来
関
係
地
図

（
付
・
各
地
区
測
量
図
対
照
表
）
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わ
が
国
で
元
完
と
よ
ば
れ
る
十
三
世
紀
後
半
に
お
け
る
蒙
古
襲
来
の
事
件
は
、
チ
ン
ギ
ス
＝
ハ
1
ン
に
は
じ
ま
り
フ
ビ
ラ
イ
に
う
げ
っ
が
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
膨
張
の

波
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
の
存
在
基
盤
を
は
げ
し
く
ゆ
る
が
し
た
大
事
件
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
蒙
古
襲
来
が
失
敗
し
た
こ
と
は
日
本
の
事
情
と
と
も
に
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
っ
て
、
西
方
の
世
界
に
も
つ
た
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

中
国
大
陸
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
は
、
フ
ビ
ラ
イ
（
世
祖
）
の
時
に
、
元
と
よ
ば
れ
た
。
フ
ビ
ラ
イ
は
高
麗
を
攻
め
て
服
属
さ
せ
、
さ
ら
に
江
南
の
南
米
を
攻
略
し
た
O

わ
が
文
永
十
一
年
（
元
の
至
元
十
一
年
二
二
七
四
年
）
元
は
高
麗
軍
と
と
も
に
、
戦
艦
九
百
般
、
三
万
余
の
軍
隊
を
お
く
っ
て
わ
が
国
を
攻
め
た
。
元
軍
は
対
鳥
、

壱
岐
を
へ
て
十
月
十
九
日
博
多
湾
に
入
り
、
今
津
に
上
陸
し
、
百
道
原
よ
り
鹿
原
、
赤
坂
に
至
っ
て
い
る
。
幸
い
十
月
二
十
日
の
夜
、
博
多
湾
を
お
そ
っ
た
暴
風
雨
の
た

め
艦
船
の
沈
没
す
る
も
の
が
多
く
事
な
き
を
得
た
。

南
米
を
滅
ぼ
し
た
元
は
弘
安
四
年
（
元
の
至
元
十
八
年
、
一
二
八
一
年
）
高
輿
江
南
の
二
方
面
よ
り
、
再
び
博
多
湾
に
せ
ま
っ
た
〇
六
月
六
日
に
は
高
麗
よ
り
の
束

路
軍
が
博
多
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
こ
の
際
は
、
今
津
お
よ
び
博
多
本
土
に
Ⅰ
陸
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
志
賀
島
と
能
古
島
の
問
に
碇
泊
し
た
O
革
野
次
郎
経
永
、
河
野

六
郎
通
有
、
竹
崎
季
長
な
ど
が
兵
船
で
元
船
と
交
戦
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
元
軍
の
一
部
は
志
賀
島
に
上
陸
し
た
が
、
日
本
側
は
よ
く
も
ち
こ
た
え
た
O
東
路
軍
と

江
南
軍
と
は
六
月
十
五
日
、
壱
岐
で
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
束
路
軍
の
艦
船
は
壱
岐
に
集
結
し
た
。
江
路
軍
の
出
発
は
お
く
れ
、
七
月
に
入
っ
て
平
戸
島
で
東

路
軍
と
合
流
し
、
こ
こ
か
ら
博
多
湾
に
進
撃
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
七
月
三
十
日
の
夜
お
そ
っ
た
大
暴
風
雨
に
よ
っ
て
、
再
び
肥
前
臆
島
付
近
に
集
結
し

て
い
た
艦
船
の
主
力
は
非
常
な
打
撃
を
う
け
た
。
こ
う
し
て
元
の
日
本
征
服
の
夢
は
破
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

文
永
の
役
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
鎌
倉
幕
府
は
太
宰
府
、
博
多
、
今
津
を
守
る
た
め
に
、
松
治
二
年
（
一
二
七
六
年
）
、
鎮
西
諸
国
の
武
士
な
ど
を
動
員
し
て
異
国
警

固
の
石
築
地
を
構
築
さ
せ
た
。
こ
の
築
造
は
三
月
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
年
の
八
月
に
完
成
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
石
築
地
は
、
福
岡
市
の
香
椎
に
は
じ
ま
り
、
箱
晴
、
博
多
、
百
道
、
生
の
桧
原
、
今
宿
を
へ
て
今
津
大
原
に
至
る
約
二
〇
k
m
に
わ
た
り
、
現
在
「
元
競
防
塁
」
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
弘
安
の
役
に
元
軍
が
つ
い
に
上
陸
す
る
こ
と
な
く
し
て
お
わ
っ
た
の
は
、
こ
の
石
築
地
（
防
撃
の
構
築
が
、
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
は

み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
石
築
地
は
大
正
二
年
七
月
、
福
岡
日
日
新
聞
社
主
催
の
元
競
現
地
講
演
会
の
際
、
今
津
に
お
い
て
二
カ
所
が
発
掘
さ
れ
、
こ
の
際
、
中
山
平
次
郎
博
士
に
よ
っ
て

「
元
遥
防
塁
」
の
名
が
あ
た
え
ら
れ
た
O
発
掘
地
点
は
毘
沙
門
嶽
の
西
方
山
麓
二
↑
余
の
地
点
と
、
同
じ
く
山
麓
を
距
る
約
五
丁
の
地
占
宗
誓
一
個
所
で
、
後
者
の
石
出
㌫

阜
　
　
－



．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

．

高
さ
海
岸
面
四
尺
六
寸
、
内
面
四
尺
三
寸
、
厚
さ
十
尺
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
万
人
塚
（
東
蒙
古
塚
）
、
千
人
塚
（
西
蒙
古
塚
）
が
調
査
さ
れ
た
。
発
掘
者
は

千
人
塚
、
万
人
塚
は
も
と
も
と
古
代
の
古
墳
で
あ
っ
た
も
の
に
、
か
ま
ど
を
つ
く
り
蒙
古
襲
来
の
際
、
日
本
軍
が
蒙
古
軍
の
戦
死
者
を
こ
の
か
ま
ど
で
火
葬
に
付
し
た
も

の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
、
内
務
省
は
考
査
官
を
お
く
り
、
県
の
係
員
と
と
も
に
各
郡
役
所
に
博
多
湾
沿
岸
各
地
の
防
塁
の
実
測
を
依
頼
し
て
い
る
。
大
正
十
二
年
よ
り
十
三
年
に

か
け
て
福
岡
県
嘱
託
で
あ
っ
た
島
田
寅
次
郎
氏
は
福
間
薄
地
行
以
東
に
お
け
る
防
塁
の
調
査
を
行
っ
た
。
昭
和
十
六
年
に
は
お
な
じ
く
県
嘱
託
で
あ
っ
た
川
上
市
太
郎
氏

が
県
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
十
四
韓
と
し
て
『
元
完
防
塁
』
地
之
巻
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
蒙
古
軍
船
碇
石
」
、
「
元
窺
防
塁
」
、
「
多
可
島
考
」

を
お
さ
め
て
い
る
。
博
多
湾
岸
に
現
存
す
る
防
塁
の
う
ち
今
津
の
元
窺
防
塁
は
、
も
っ
と
も
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
た
O
　
昭
和
六
年
三
月
三
十
日
、
今
津
、
今
宿
、
生
の

桧
原
、
西
新
町
、
地
行
西
町
、
箱
崎
の
「
元
窺
防
塁
」
が
史
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
、
昭
和
八
年
よ
り
五
カ
年
に
わ
た
り
、
小
松
七
万
二
千
七
百
本
が
防
塁
の
浜
側
空
地
に

防
砂
用
と
し
て
移
植
さ
れ
た
。

戦
前
は
、
の
ど
か
な
市
外
で
あ
っ
た
今
津
も
、
福
岡
市
の
発
展
に
と
も
な
い
、
市
部
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
住
宅
も
進
出
し
、
海
水
浴
場
な
ど
の
施
設
が
つ
く
ら
れ
、
急

速
に
破
壊
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
二
年
今
津
大
原
で
道
路
建
設
の
際
あ
ら
わ
れ
た
防
塁
に
つ
い
て
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
の
渡
辺
正
気
氏
ら
に
よ
っ
て
調
査

さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
度
で
は
、
前
年
度
の
生
の
桧
原
地
区
の
防
塁
の
調
査
に
ひ
き
つ
づ
き
、
福
間
市
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
今
津
地
区
の
防
塁
の
調
査
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
前
年
度
発
掘
さ
れ
た
地
域
の
保
存
問
題
も
あ
り
、
福
間
市
の
要
望
に
こ
た
え
、
文
化
庁
は
平
野
邦
雄
、
仲
野
浩
、
坪
井
活
足
技
官
ら
を
お
く
っ
て
そ
の
実
情
を

調
査
、
文
化
庁
と
し
て
最
大
限
の
措
置
を
申
し
入
れ
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
も
協
力
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
。
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、
九
大
鏡
山
猛
教
授
を
岡
島
と
す

る
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
、
国
史
学
、
工
学
部
建
築
学
、
水
工
土
木
学
、
冶
金
学
、
理
学
部
地
質
学
の
各
研
究
室
や
福
岡
教
育
大
学
二
軍
本
大
学
・
宮
崎
大
学
な
ど
各

分
野
の
専
門
家
よ
り
な
る
調
査
団
に
よ
り
、
発
掘
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。

今
津
地
区
の
防
塁
の
発
掘
調
査
は
八
月
十
九
日
よ
り
九
月
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
、
防
塁
線
の
分
布
、
構
造
、
石
材
産
地
、
築
造
当
時
の
地
形
復
元
な
ど
多
大
の
成
果
を

あ
げ
、
ほ
ぼ
そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
調
査
に
は
地
元
の
今
津
、
大
原
の
部
落
の
方
々
、
婦
人
会
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
糸
島
高
等
学
校
郷
土
部
の
諸
君
の
協
力
も

ゎ
ず
れ
が
た
い
。
ま
た
調
査
と
平
行
し
て
博
多
湾
沿
岸
の
防
塁
線
の
測
量
（
三
〇
〇
分
の
一
）
が
行
わ
れ
、
今
津
、
今
宿
、
生
の
桧
原
、
姪
浜
、
西
新
町
、
地
行
二
丁
目
、

箱
崎
を
は
じ
め
、
各
地
域
の
測
量
図
も
ほ
ぼ
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
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史
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収
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史
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．
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史
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育
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」
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右
　
　
　
「
福
岡
市
生
の
桧
原
元
定
防
塁
発
掘
調
査
概
報
」

昭
和
三
十
八
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
二
■
土

－
二
′
勺

二
　
今
津
の
防
塁
と
そ
の
構
造

今
津
は
博
多
湾
の
西
北
部
に
位
置
す
る
。
毘
沙
門
山
の
麓
か
ら
、
相
子
岳
の
麓
ま
で
、
今
津
の
海
岸
砂
丘
は
、
松
林
中
に
約
三
短
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
て
い
る
O
防
塁

は
現
在
の
汀
線
か
ら
南
（
陸
側
）
へ
約
九
〇
m
に
あ
る
砂
丘
Ⅰ
に
構
築
さ
れ
、
そ
の
最
も
高
い
地
点
は
標
高
七
m
を
は
か
る
O
防
塁
の
南
は
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
低
く

な
り
、
砂
丘
の
後
背
地
に
は
、
東
に
今
津
部
落
、
西
に
大
原
部
落
が
い
と
な
ま
れ
て
い
る
。

調
査
は
西
端
、
大
原
側
を
基
点
と
し
て
毘
沙
門
山
の
西
麓
ま
で
Ⅰ
～
Ⅳ
の
四
区
に
わ
け
た
。
第
二
次
の
生
の
桧
原
防
塁
の
調
査
に
従
う
と
、
石
材
の
相
違
が
石
築
地
築

造
分
担
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
今
津
各
区
の
調
査
に
あ
た
っ
て
構
築
法
と
石
材
の
相
違
に
留
意
す
る
こ
と
に
し
た
。

防
塁
に
直
角
に
一
〇
×
五
m
を
一
ト
レ
ン
チ
と
し
て
設
定
し
、
Ⅰ
区
に
は
三
カ
所
、
Ⅱ
区
は
六
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。
こ
の
他
石
材
の
和
達
す
る
地
点
で
は
そ

の
境
界
に
従
い
、
防
塁
の
前
面
に
二
二
カ
所
の
小
ト
レ
ン
チ
を
設
け
、
各
境
界
ご
と
の
長
さ
の
単
位
（
分
担
区
の
範
位
）
の
究
明
に
つ
と
め
た
。

Ⅲ
区
で
は
、
長
い
二
つ
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
〇
一
は
三
五
×
一
〇
m
（
Ⅲ
区
l
～
Ⅲ
区
1
五
）
、
－
は
四
五
×
一
〇
m
（
Ⅲ
区
l
二
～
二
〇
）
を
は
か
り
、
防

塁
の
保
存
状
態
も
よ
く
構
築
当
時
の
現
状
を
よ
く
と
ど
め
て
い
た
O
こ
の
地
域
の
調
査
に
は
調
査
後
の
史
跡
の
復
元
、
保
存
が
あ
ら
か
じ
め
考
慮
さ
れ
た
。

Ⅳ
区
は
砂
丘
の
東
端
に
あ
た
る
。
砂
丘
上
の
防
塁
の
端
が
、
両
側
の
山
裾
と
ど
う
つ
づ
く
の
か
、
生
の
桧
原
で
は
明
ら
か
で
な
く
、
今
津
砂
丘
よ
り
毘
沙
用
山
麓
に
つ

ら
な
る
Ⅳ
区
1
二
ト
レ
ン
チ
は
、
今
次
の
調
査
の
最
後
の
重
点
と
な
っ
た
。

八
月
十
九
日
開
始
さ
れ
、
九
月
十
四
日
に
終
了
、
約
一
カ
月
に
わ
た
る
調
査
の
前
半
は
、
発
掘
作
業
を
主
と
し
、
後
半
は
各
地
区
の
実
測
、
石
材
の
調
査
を
中
心
に
す

す
め
ら
れ
た
。
ま
た
各
区
で
砂
の
粒
皮
分
析
が
行
わ
れ
、
周
辺
の
地
質
調
査
、
遺
跡
の
分
布
調
査
、
当
時
の
地
形
復
元
作
業
も
併
行
し
て
行
わ
れ
た
。

凍
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い
ま
、
防
塁
の
構
造
に
つ
い
て
、
砂
丘
の
西
に
あ
た
る
Ⅰ
・
Ⅱ
区
、
東
の
Ⅲ
・
Ⅳ
区
に
わ
け
て
説
明
す
る
。

1
　
Ⅰ
・
Ⅱ
　
区
　
の
　
防
　
塁

西
の
端
を
基
点
と
し
、
砂
丘
の
ほ
ぼ
中
央
地
点
ま
で
を
Ⅰ
・
Ⅱ
区
の
調
査
区
と
し
た
。
発
掘
前
の
防
塁
の
保
存
状
況
、
石
材
の
分
布
を
も
と
に
、
Ⅰ
区
（
大
鹿
部
落
）

に
三
カ
所
（
Ⅰ
区
1
二
～
四
）
、
Ⅱ
区
（
長
浜
部
落
）
に
六
カ
所
（
Ⅱ
区
I
一
～
六
）
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
西
の
大
原
側
か
ら
順
次
東
へ
掘
り
進
め
た
。

各
ト
レ
ン
チ
の
石
材
は
、
花
崗
岩
を
主
と
す
る
と
こ
ろ
（
Ⅰ
区
Ⅰ
二
～
四
、
Ⅱ
区
1
一
）
、
玄
武
岩
を
主
と
す
る
と
こ
ろ
（
Ⅱ
区
1
四
・
五
）
、
花
崗
岩
と
玄
武
岩
が

接
線
を
も
っ
て
は
っ
き
り
わ
か
れ
る
ト
レ
ン
チ
（
Ⅱ
区
i
二
・
三
・
六
）
に
分
類
さ
れ
る
O
Ⅱ
区
1
一
か
ら
西
で
は
花
崗
岩
を
主
と
し
、
東
側
で
は
花
崗
岩
と
玄
武
岩
が

ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
分
布
し
て
い
る
。
Ⅰ
区
Ⅰ
三
、
Ⅱ
区
1
二
．
三
で
は
防
塁
の
内
部
構
造
、
構
築
方
法
を
調
べ
る
た
め
断
面
を
み
る
こ
と
に
し
た
。

Ⅰ
・
Ⅱ
区
を
通
じ
て
基
本
的
構
造
は
Ⅰ
区
1
三
に
代
表
さ
れ
る
。
前
面
の
現
在
高
二
二
ハ
〇
m
、
後
両
の
高
さ

一
。
四
五
m
、
底
面
の
幅
三
・
一
〇
m
、
上
面
の
幅
二
・
五
〇
m
の
台
形
の
断
面
を
し
て
お
り
、
石
質
は
花
岡
岩

で
あ
る
。
自
然
の
砂
丘
上
に
、
底
面
に
は
長
大
な
石
を
前
・
後
列
に
相
対
し
て
置
き
、
そ
の
間
を
小
石
で
詰
め
、
前

面
（
海
側
）
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
あ
が
り
、
一
〇
～
二
段
に
積
ま
れ
る
。
後
両
は
傾
斜
を
持
ち
、
七
～
八
投
に

積
ま
れ
る
。
前
・
後
両
と
も
下
部
ほ
ど
大
き
な
石
を
積
む
傾
向
に
あ
り
、
内
部
は
小
塊
石
と
砂
と
が
入
り
混
っ
て

積
み
込
ま
れ
て
い
る
。
上
面
は
微
雨
に
向
っ
て
傾
斜
し
て
お
り
、
小
さ
な
石
を
使
用
し
て
い
る
。
（
P
戸
・
言
1
こ

前
面
の
も
っ
と
も
高
い
と
こ
ろ
は
Ⅱ
区
1
五
で
、
二
・
八
三
m
を
は
か
り
、
Ⅱ
区
l
三
．
瓦
で
は
前
面
に
防
塁

構
築
後
の
落
石
が
見
ら
れ
た
O

Ⅱ
区
－
二
で
は
、
防
塁
削
面
に
積
ま
れ
た
石
材
の
重
畳
を
玄
武
岩
側
で
測
定
し
た
。
（
T
a
b
－
e
．
こ
前
面
の
現

在
高
－
七
〇
m
の
問
に
六
～
八
投
の
石
積
み
が
見
ら
れ
、
6
と
7
の
問
が
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
。
下
段
に
は
一

〇
〇
短
を
越
す
長
大
な
石
が
普
遍
的
に
置
か
れ
、
上
段
に
は
一
部
に
大
き
な
石
が
み
ら
れ
る
が
、
下
段
の
1
2
～
鴇

の
重
さ
の
石
が
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
平
均
六
〇
短
と
な
る
。
力
学
的
に
も
安
定
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
区
1
三
に
お
い
て
は
異
な
る
石
材
の
接
合
線
の
上
市
の
傾
斜
の
相
違
と
と
も
に
、
底
面
の
石
の
高
さ
が
玄
武

岩
側
と
花
崗
岩
側
で
く
い
ち
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
内
部
の
構
築
方
法
を
異
に
す
る
。
（
F
正
N
ノ
P
戸
・
貞
I
C
　
整
然

5
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と
石
積
み
さ
れ
た
玄
武
岩
側
が
最
初
に
構
築
さ
れ
、
接
合
線
よ
り
西
へ
向
っ
て
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
玄
武
岩
の
接
合
線
か
ら
西
へ
一
〇
・
五
m
の
地
点
で

花
崗
岩
に
か
わ
り
、
花
崗
岩
は
接
合
線
か
ら
東
へ
一
〇
・
二
m
で
玄
武
岩
と
の
境
界
を
み
る
O
花
崗
岩
側
は
東
一
〇
・
二
m
の
玄
武
岩
と
の
接
合
線
を
基
点
に
西
へ
構
第

を
す
す
め
、
ト
レ
ン
チ
西
側
の
玄
武
岩
へ
接
続
さ
せ
た
た
め
に
基
鹿
部
の
高
さ
が
一
致
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
玄
武
岩
側
と
花
崗
岩
側
の
防

塁
構
築
の
分
担
者
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
玄
武
岩
の
一
〇
．
五
m
、
花
崗
岩
の
一
〇
・
二
m
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
区
の
長
さ
（
範
囲
）
を
し
め
し
て
い
る
。
Ⅱ

区
か
ら
Ⅲ
区
に
か
け
て
玄
武
岩
と
花
崗
岩
の
境
界
を
調
べ
る
こ
と
で
、
分
担
区
の
単
位
を
も
と
め
た
。
（
3
　
防
塁
構
造
の
総
括
で
説
明
）
石
材
の
境
界
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
防
塁
の
構
築
が
細
か
く
分
担
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
お
り
、
Ⅰ
・
Ⅱ
区
で
は
西
の
大
原
側
へ
と
石
積
み
さ
れ
、
全
体
を
仕
上
げ
て
い
る
。

防
塁
の
構
造
が
全
く
ち
が
う
の
は
Ⅱ
区
Ⅰ
六
で
、
防
塁
全
体
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
後
方
に
広
い
傾
斜
面
を
持
つ
。
防
塁
の
高
さ
は
低
く
、
傾
斜
面
の
砂
の
上
に
小
さ

な
石
を
置
い
た
状
態
で
、
前
年
度
調
査
さ
れ
た
生
の
桧
原
A
・
B
地
区
の
構
造
に
似
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
浩
・
山
本
輝
碓
）

2
　
Ⅲ
・
Ⅳ
　
区
　
の
　
防
　
塁

Ⅲ
区
は
今
津
小
学
校
の
北
、
緑
町
に
あ
た
り
、
Ⅳ
区
Ⅰ
一
は
、
大
正
二
年
に
発
掘
さ
れ
た
地
点
に
近
い
。
Ⅳ
区
1
二
は
毘
沙
門
山
西
麓
と
の
接
合
部
で
あ
る
。

Ⅲ
区
は
一
〇
〇
m
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
西
か
ら
五
m
ご
と
に
Ⅲ
区
土
・
二
・
三
…
…
二
〇
と
し
た
。
現
地
形
で
は
Ⅲ
区
－
二
〇
が
嵩
く
、
前
面
の
現
在
高
は
二

．
〇
五
m
で
西
へ
傾
斜
し
て
Ⅲ
区
上
が
最
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
前
面
の
現
在
高
は
わ
ず
か
〇
・
五
〇
m
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
西
側
は
再
び
高
く
な
る
。
砂
丘
の
高

い
と
こ
ろ
ほ
ど
防
塁
の
残
り
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
Ⅲ
区
Ⅰ
一
の
西
四
二
m
の
最
も
高
い
地
点
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
、
Ⅲ
区
1
0
と
し
た
。
前
面
の
現
在
高
は
二
・
六
〇
m

で
、
ほ
ぼ
原
形
に
近
い
状
態
を
と
ど
め
て
い
る
O
石
質
は
玄
武
岩
で
あ
る
。
発
掘
区
は
Ⅲ
区
Ⅰ
〇
、
一
～
五
（
五
×
二
五
m
）
、
一
〇
、
一
二
～
二
〇
（
五
×
四
五
m
）

で
あ
る
が
、
発
掘
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
防
塁
の
残
存
状
態
は
現
地
形
の
高
低
に
一
致
し
て
い
る
。

Ⅲ
区
Ⅰ
一
二
～
二
〇
を
全
面
発
掘
し
た
結
果
、
前
面
で
石
質
、
石
材
の
大
小
等
に
よ
る
相
違
が
認
め
ら
れ
、
防
塁
の
分
担
区
画
が
は
っ
き
り
し
た
。
（
T
a
b
訂
．
N
）

防
塁
の
後
面
に
お
い
て
も
石
質
、
石
の
大
小
お
よ
び
基
鹿
部
の
石
の
高
さ
の
ず
れ
が
、
前
面
の
石
材
の
境
界
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
防
塁
構
築
の
際
に
お
け
る
工
人

の
班
編
成
、
あ
る
い
は
所
有
地
の
段
別
に
よ
る
防
塁
の
分
担
区
域
を
し
め
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
Ⅲ
区
Ⅰ
一
～
五
に
お
い
て
も
花
崗
石
と
玄
武
岩
の
境
界
が
確
認
さ

れ
た
。
前
面
は
ほ
と
ん
ど
落
石
が
み
ら
れ
な
い
が
、
後
面
は
く
ず
れ
た
部
分
が
多
い
。
一
般
に
前
面
と
背
面
の
基
鹿
部
の
高
さ
は
、
後
面
の
方
が
二
〇
～
四
〇
c
m
ほ
ど
高

く
な
っ
て
い
る
。
後
面
の
く
ず
れ
た
部
分
は
、
石
材
が
一
拠
に
く
ず
れ
落
ち
た
状
態
で
、
そ
の
圧
力
に
よ
り
前
面
の
高
さ
と
同
じ
高
さ
ま
で
ず
り
落
ち
て
い
る
。
防
塁
の

断
面
は
底
面
が
二
・
七
〇
～
三
・
〇
〇
m
に
対
し
て
、
上
面
の
幅
は
二
・
〇
〇
～
二
・
六
〇
m
の
台
形
を
呈
す
る
点
で
、
Ⅰ
・
Ⅱ
区
に
共
通
す
る
O

．



1

Ⅳ
区
I
一
で
は
Ⅲ
区
と
同
様
石
材
の
境
界
（
花
崗
岩
と
玄
武
岩
）
が
確
認
さ
れ
た
。
Ⅳ
区
1
二
は
毘
沙
門
山
と
の
接
合
部
で
あ
る
。
防
塁
の
延
長
部
分
に
あ
た
る
山
裾

の
斜
面
に
、
古
墳
の
ふ
き
石
状
に
石
を
積
み
、
後
面
は
数
段
に
石
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
山
裾
の
傾
斜
に
沿
っ
て
防
塁
は
高
く
、
最
も
高
い
部
分
の
高
さ
は
四
・
三
〇
m

と
な
っ
て
い
る
O
こ
の
地
点
か
ら
は
青
白
磁
片
四
点
（
い
ず
れ
も
鹿
部
）
が
出
土
し
た
が
、
蒙
古
襲
来
前
後
の
も
の
宅
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ
区
Ⅰ
二
〇
の
上
面
及
び
Ⅳ
区
l
二
で
鉄
棒
が
発
見
さ
れ
、
現
在
九
州
大
学
工
学
部
鉄
鉱
冶
金
学
教
室
で
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
O
Ⅲ
・
Ⅳ
区
の
防
塁
の
石
材
は
玄
武

岩
が
主
で
、
花
崗
岩
が
一
部
に
見
ら
れ
る
。
玄
武
岩
は
、
現
在
毘
沙
門
山
北
側
の
砕
石
場
で
採
掘
さ
れ
て
い
る
石
材
と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
防
塁
築
造
当
時
も
毘
沙
門

山
麓
か
ら
切
り
出
し
、
構
築
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
口
　
達
也
）

3

　

防

　

塁

　

構

　

造

　

の

　

総

　

括

構
　
　
造
　
第
一
次
調
査
の
行
わ
れ
た
生
の
桧
原
地
区
で
は
、
防
塁
の
後
面
裏
が
粘
土
で
補
強
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
今
津
地
区
砂
丘
上
の
防
塁
に
は
粘
土
は
全
く
使

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
構
築
上
の
相
違
を
ま
ず
指
摘
で
き
る
O

T
a
b
－
e
・
∽
に
よ
る
と
、
防
塁
基
鹿
部
の
砂
丘
の
標
高
は
Ⅰ
～
Ⅳ
区
の
各
ト
レ
ン
チ
で
差
が
認
め
ら
れ
、
東
が
高
く
、
ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
し
め
し
な
が
ら
西
に
傾
斜
す

る
。
防
塁
の
構
築
は
自
然
の
砂
丘
を
利
用
し
そ
の
上
に
石
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
基
鹿
部
の
前
面
が
後
面
よ
り
低
い
こ
と
は
、
防
塁
の
立
地
す
る
砂
丘
が
南
か
ら
北

へ
　
（
海
岸
に
む
か
っ
て
）
傾
斜
す
る
地
形
上
の
特
徴
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
に
前
面
は
幾
分
掘
り
こ
ま
れ
、
安
定
し
た
砂
丘
の
上
に
整
然
と
石
を
積
み
上
げ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
固
な
防
塁
を
築
く
構
築
上
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
各
ト
レ
ン
チ
の
前
面
は
、
他
の
部
分
よ
り
大
き
な
石
が
え
ら
ば
れ
、
基
鹿
部
ほ
ど
安
定

し
た
大
き
な
石
材
が
配
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
各
区
の
ト
レ
ン
チ
に
共
通
し
て
み
と
め
ら
れ
る
O

防
塁
の
断
面
調
査
に
よ
る
構
造
上
の
特
徴
は
、
前
面
に
最
も
大
き
な
奥
行
の
長
い
石
を
整
然
と
積
み
上
げ
、
裏
込
め
の
石
に
よ
っ
て
傾
斜
角
皮
を
七
六
度
か
ら
八
六
度

に
保
っ
て
い
る
O
後
面
は
前
面
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ
な
石
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
防
塁
の
安
定
を
保
つ
た
め
の
傾
斜
角
度
は
前
面
よ
り
ゆ
る
く
、
七
〇
l
八
〇
度
と
な
っ

て
い
る
。
Ⅱ
1
二
・
五
区
を
除
い
て
前
面
は
ほ
と
ん
ど
落
石
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
後
面
の
崩
壊
及
び
落
石
の
多
い
こ
と
は
、
前
面
よ
り
石
が
小
さ
く
、
し
か
も
奥

行
の
長
い
石
が
少
な
い
た
め
に
不
安
定
と
な
り
、
角
度
が
ゆ
る
い
た
め
一
層
上
部
の
石
が
す
べ
り
や
す
く
な
っ
た
結
果
を
し
め
し
て
い
る
O
四
十
四
年
二
月
、
Ⅲ
区
Ⅰ
一

二
～
二
〇
の
保
存
工
事
に
伴
な
う
補
足
調
査
で
は
、
後
面
は
構
築
完
成
後
、
次
第
に
不
安
定
と
な
り
、
下
部
の
石
が
上
部
の
石
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
っ
て
、
胴
ぶ

く
ら
み
と
な
り
、
中
ほ
ど
の
石
が
押
し
だ
さ
れ
、
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

前
面
、
後
面
は
規
則
的
な
積
み
方
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
部
の
石
は
不
規
則
に
積
み
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
基
鹿
部
の
幅
は
三
m
内
外
に
対
し
、
上
面

一
、

8
－

一
）



は
二
・
五
m
と

に
、
台
形
状
に

に
中
ほ
ど
の
石

生
の
桧
原
A

く
台
形
状
を
呈
し
、
安
定
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
今
津
地
区
で
は
生
の
桧
原
地
区
に
比
べ
幅
を
広
く
と
り
、
前
後
を
規
則
的
に
積
み
上
げ
る
と
と
も

上
げ
る
こ
と
で
、
粘
土
を
必
要
と
し
な
い
安
定
し
た
防
塁
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
み
ら
れ
る
。
構
築
は
ま
ず
前
面
お
よ
び
後
面
に
石
を
配
し
、
同
時

積
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
順
次
高
く
仕
上
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

B
地
区
で
は
後
面
の
背
後
に
砂
丘
の
傾
斜
面
を
利
用
し
て
配
石
が
み
ら
れ
た
が
、
今
津
地
区
に
は
み
ら
れ
な
い
点
も
構
築
上
の
異
な
る
点
で
あ
る
。
た

だ
、
Ⅱ
区
Ⅰ
六
で
は
基
鹿
部
の
幅
が
四
・
三
m
と
広
く
、
後
面
の
傾
斜
が
ゆ
る
く
、
傾
斜
面
に
石
が
み
ら
れ
た
点
で
他
の
ト
レ
ン
チ
と
区
別
さ
れ
、
生
の
桧
原
A
・
B
地

区
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

砂
丘
の
西
は
相
子
岳
の
山
麓
へ
つ
な
が
る
畑
地
と
し
て
開
排
が
す
す
み
、
原
地
形
を
と
ど
め
な
い
た
め
、
砂
丘
上
の
防
塁
が
山
麓
部
へ
つ
な
が
る
状
態
を
み
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
古
老
の
話
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
山
麓
丘
陵
面
へ
接
続
す
る
防
塁
を
復
元
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
O
こ
れ
に
対
し
、
東
鵜
の
Ⅳ
区
I
二
で
毘
沙
性
山

麓
と
砂
丘
上
の
防
塁
と
の
接
合
部
が
発
掘
さ
れ
た
。
西
へ
傾
斜
す
る
山
麓
の
丘
陵
面
を
利
用
し
て
い
る
。
後
南
は
各
区
と
同
じ
傾
斜
角
皮
を
た
も
ち
、
六
～
七
段
の
玄
武

岩
の
円
礫
が
積
ま
れ
る
の
に
対
し
、
上
面
か
ら
前
面
へ
傾
斜
す
る
丘
陵
面
の
上
に
配
石
さ
れ
た
状
態
を
み
る
O
砂
丘
上
の
防
塁
が
山
麓
へ
つ
な
が
る
部
分
は
こ
れ
ま
で
の

報
告
に
な
く
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
、
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
面
に
ゆ
る
く
傾
斜
す
る
こ
と
は
、
防
禦
の
役
目

を
全
く
果
さ
ず
、
砂
丘
上
の
防
塁
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
防
塁
の
前
へ
降
り
や
す
い
形
と
な
っ
て
お
り
、
付
近
の
字
名
が
「
門
戸
日
」
、
「
日
戸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ

と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
防
塁
前
面
へ
の
出
入
口
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
今
後
な
お
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

一
一
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石
　
相
　
生
の
桧
原
地
区
で
は
、
防
塁
の
西
側
は
長
垂
山
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
（
巨
品
花
崗
岩
）
に
よ
り
、
東
は
小
戸
岬
嘉
の
砂
岩
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
て
い
た
。

今
津
地
区
で
は
、
Ⅱ
区
l
の
西
は
花
崗
岩
を
主
体
と
し
て
構
築
さ
れ
、
Ⅲ
区
か
ら
東
は
玄
武
岩
が
主
体
を
占
め
る
。
花
崗
岩
は
角
礫
が
多
く
利
用
さ
れ
、
玄
武
岩
は

円
礫
が
多
い
。
Ⅱ
区
1
－
の
東
の
Ⅱ
区
か
ら
Ⅲ
区
に
か
け
て
は
花
崗
岩
と
玄
武
岩
が
一
定
の
単
位
で
交
互
に
認
め
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
分
布
す
る
。
こ
れ
を
右
の
表

に
し
め
す
（
T
a
b
F
N
）
O
石
材
の
境
界
の
長
さ
は
必
ず
し
も
■
疋
し
て
い
な
い
が
、
石
材
は
二
〇
m
を
越
え
な
い
長
さ
で
接
す
る
の
が
二
股
的
で
、
表
中
に
は
更
に
細

分
さ
れ
る
個
所
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
Ⅱ
区
I
三
で
は
玄
武
岩
と
花
崗
岩
が
隣
接
し
、
石
材
を
異
に
す
る
両
区
は
そ
れ
ぞ
れ
東
側
か
ら
同
時
に
防
塁
の
築
造
に
か
か
り
、

西
側
へ
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
仕
上
げ
て
い
る
。
Ⅲ
区
1
三
～
二
〇
の
前
面
お
よ
び
後
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
区
ご
と
に
石
積
み
の
方
向
が
少
し
ず
つ
く
い
ち
が
っ
て

接
合
さ
れ
て
い
る
。
石
材
の
境
界
は
Ⅱ
・
Ⅲ
区
だ
け
で
な
く
、
Ⅰ
。
Ⅳ
区
で
も
確
認
さ
れ
た
。
『
薩
藩
旧
記
』
雑
録
に
は
段
別
一
寸
の
石
築
地
の
構
築
を
促
し
た
記
録
が

み
え
、
防
塁
の
築
造
に
あ
た
っ
た
御
家
人
の
所
領
に
応
じ
て
分
担
す
る
長
さ
が
決
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
Ⅱ
・
Ⅲ
区
の
石
材
の
長
さ
が
■
冠

し
な
い
こ
と
は
、
分
担
者
の
所
領
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
逆
に
分
担
区
の
良
さ
を
も
と
に
所
領
を
推
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
今
津
地
区
は
大
隅
、
日
向
の
分

担
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
な
お
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

花
尚
岩
は
津
舟
崎
に
露
頭
が
あ
り
、
官
の
浦
、
芥
屋
等
糸
島
半
島
の
海
岸
■
帯
に
分
布
し
、
玄
武
岩
は
現
在
毘
沙
門
山
で
採
掘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今
山
．
能
古
島
に

分
布
す
る
。
石
材
の
最
も
近
い
搬
出
地
を
も
と
に
考
え
る
と
、
防
塁
の
西
側
は
津
舟
崎
の
花
崗
岩
に
よ
り
、
東
側
は
毘
沙
門
山
の
玄
武
岩
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
砂
丘
の
中
央
部
に
あ
た
る
Ⅱ
～
Ⅲ
区
で
は
両
者
が
同
じ
比
率
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ⅱ
区
1
二
・
三
、
Ⅲ
区
1
0
の
底
面
の
石
に
は
オ
オ
ヘ
ビ
ガ
イ
、
カ

キ
が
付
着
し
て
お
り
、
海
岸
の
波
に
あ
ら
わ
れ
た
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

■
万
、
Ⅳ
区
Ⅰ
二
で
発
掘
さ
れ
た
青
白
磁
は
防
塁
構
築
前
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
Ⅳ
区
l
の
南
、
砂
採
取
場
で
は
宋
代
龍
泉
窯
の
青
磁
と
と
も
に
、
中
世
の
瓦
器

が
多
量
に
出
土
し
た
O
大
原
部
落
の
南
、
元
岡
か
ら
は
末
代
同
安
窯
の
猫
描
青
磁
が
採
集
さ
れ
て
い
る
O
Ⅲ
区
1
二
〇
、
Ⅳ
区
1
二
、
砂
採
取
場
お
よ
び
コ
モ
ク
ラ
等
で

得
ら
れ
た
鉄
棒
の
分
析
結
果
と
合
わ
せ
て
、
防
塁
構
築
前
後
の
生
活
を
復
元
し
う
る
資
料
を
得
た
こ
と
は
今
回
の
調
査
の
成
果
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。

0
ⅴ
1

以
上
、
詳
細
は
本
報
告
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
防
塁
構
造
を
概
括
す
る
に
と
ど
め
た
O

（
柳
　
田
　
純
孝
）

4
　
防
塁
周
辺
の
関
連
遺
跡
と
遺
物

防
塁
の
調
査
に
併
行
し
て
周
辺
の
関
連
遺
跡
・
遺
物
の
発
見
に
努
め
た
結
果
、
防
塁
築
造
期
を
含
む
中
世
の
遺
物
を
出
土
す
る
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
そ

の
概
要
を
記
す
。



遺
跡
Ⅳ
区
⊥
の
南
に
最
近
ま
で
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
標
高
八
～
一
〇
m
の
砂
丘
1
に
遺
跡
が
あ
る
。
大
正
二
年
・
そ
の
二
間
が
調
査
さ
れ
た
西
蒙
古
塚

の
南
一
五
〇
m
、
海
岸
線
か
ら
四
五
〇
m
の
地
点
に
位
置
す
る
。
現
在
砂
採
集
場
と
な
っ
て
お
り
、
防
塁
調
査
期
間
中
の
砂
取
作
業
中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遺
跡

は
広
範
囲
の
包
含
層
を
な
し
て
お
り
、
多
量
の
瓦
器
、
青
磁
、
須
恵
器
、
鉄
淳
等
が
出
土
し
た
。
そ
の
う
ち
防
塁
と
関
連
の
あ
る
中
世
の
瓦
器
を
え
ら
び
、
こ
れ
を
図
示
す

る
。
（
F
i
g
u
）
以
下
図
に
従
っ
て
説
明
す
る
O

遺
物
土
器
は
若
干
の
石
英
小
粒
を
含
む
が
、
概
し
て
良
質
胎
土
を
使
用
し
、
焼
成
は
柔
ら
か
な
感
じ
を
持
つ
が
、
い
ず
れ
も
竪
紋
で
瓦
質
土
器
と
い
え
る
も
の
で
あ

る
。
内
面
は
淡
褐
色
～
赤
褐
色
を
示
す
も
の
が
多
く
、
外
面
は
灰
色
～
灰
黒
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
煤
が
土
器
の
外
面
に
付
着
し
て
お
り
、
尖
用
の
著
揃
に
使
わ
れ

た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

土
器
1
口
径
二
九
甲
を
測
る
。
直
立
に
近
い
起
ち
1
が
り
を
み
せ
た
脚
部
が
口
縁
部
で
内
葛
の
カ
ー
ブ
を
み
せ
つ
つ
外
反
す
る
O
内
面
赤
褐
色
を
口
牢
し
て
、
粗
い
刷

毛
整
形
の
跡
を
み
せ
る
O
外
面
は
煤
が
全
面
に
付
着
し
、
表
面
の
凹
凸
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
、
十
分
に
器
表
面
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
な
い
O
石
英
小
粒
を
多
く
含
む
胎

土
で
あ
る
が
、
焼
成
は
竪
緻
で
あ
る
。

土
器
2
口
径
二
六
㌢
直
立
し
た
器
胴
部
が
、
鋭
く
反
転
し
、
先
端
部
を
二
段
と
厚
く
仕
1
げ
た
口
縁
部
を
形
成
す
る
。
内
面
淡
禍
色
を
早
と
内
面
屈
折
部
以
下

に
は
き
わ
め
て
細
い
刷
毛
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
。
外
表
に
は
煤
が
全
面
に
付
着
し
、
器
壁
の
凹
凸
が
は
な
は
だ
し
い
。
ヨ
暦
部
の
直
下
に
沈
線
が
■
条
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

る
が
、
不
規
則
な
ゆ
が
み
の
著
し
い
沈
線
で
あ
る
。
良
質
胎
土
を
用
い
、
焼
成
も
良
好
で
あ
る
。

土
誓
言
径
二
五
㌢
わ
ず
か
に
内
管
の
感
じ
を
示
し
っ
つ
、
直
立
気
味
な
口
頚
部
の
起
ち
1
が
り
を
み
せ
る
O
内
面
淡
褐
色
を
呈
し
、
表
面
平
滑
で
あ
る
O
外
面

は
煤
の
た
め
黒
色
を
呈
し
て
い
る
O
胎
土
は
若
干
の
石
英
小
粒
を
含
む
が
良
質
で
、
焼
き
1
が
り
も
固
く
し
ま
っ
て
良
好
で
あ
る
O
直
立
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
カ
ー

ブ
の
起
ち
あ
が
り
を
み
せ
る
。
こ
れ
ら
1
～
3
の
土
器
の
全
姿
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
器
の
外
表
面
に
全
面
に
捗
っ
て
の
煤
の
付
着
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
煮
沸
用
具

と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

土
誓
言
径
二
〇
㌢
直
立
し
た
口
緑
の
下
方
二
c

m
の
と
こ
ろ
に
・
高
さ
二
c
m
の
針
状
の
凸
帯
を
一
条
め
ぐ
ら
し
て
い
る
O
内
外
面
と
も
に
淡
黄
色
を
な
す
が
・
外

面
の
鍔
よ
り
下
端
に
は
煤
が
付
着
し
灰
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。
胎
土
・
焼
成
と
も
良
好
で
あ
る
。

土
器
5
口
径
二
二
㌢
ほ
ぼ
直
立
し
た
口
縁
下
に
は
、
扁
平
な
、
Ⅰ
向
き
の
と
っ
て
状
の
部
分
的
な
粘
土
帯
が
付
さ
れ
て
い
る
O
こ
れ
は
土
器
1
の
鍔
と
同
様
の
役

割
を
果
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
粘
土
帯
の
影
に
な
る
本
体
の
部
分
に
は
、
紐
か
け
孔
が
、
二
孔
穿
た
れ
て
い
る
。
直
立
し
た
器
体
は
下
鹿
部
で
急
角
度
に
内
面
に
屈
折

す
る
。

l
、
1
1
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内
面
淡
褐
色
を
な
し
、
外
面
は
貼
付
帯
よ
り
上
部

以
外
は
全
面
煤
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
器
壁
表
面
の

凹
凸
が
著
じ
る
し
く
、
胎
土
、
焼
成
と
も
良
好
0
4

・
S
は
竃
と
と
も
に
使
わ
れ
た
釜
あ
る
い
は
鍋
に
相

当
す
る
器
で
あ
る
。

土
器
6
6
口
径
一
九
c
m
。
火
に
罷
っ
て
表
面
が
あ

れ
て
い
る
。
外
面
に
は
煤
が
濃
厚
に
付
着
し
て
い

る
。
福
士
、
焼
成
と
も
に
良
好
。
鉢
、
椀
形
土
器
O

土
器
音
口
径
二
八
c

m
。
浅
鉢
型
土
器
。
内
面
黄

褐
色
、
外
面
灰
色
。
内
面
に
は
桟
の
刷
毛
目
の
上
か

ら
九
本
の
櫛
歯
が
縦
に
施
さ
れ
て
い
る
。
外
表
面
の

凹
凸
が
ロ
縁
下
三
c
m
以
下
の
部
分
に
特
に
認
め
ら
れ

る
。
細
砂
粒
を
含
む
が
、
良
質
の
胎
土
は
が
っ
ち
り

と
固
く
焼
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
招
鉢
あ
る
い
は
そ

れ
の
先
駆
的
な
も
の
か
。
器
形
、
櫛
歯
痕
と
も
に
同

似
の
例
が
周
防
国
街
よ
り
多
量
に
出
土
し
て
い
る
O

土
器
8
頚
部
お
よ
び
下
胴
部
を
欠
失
し
て
い

る
。
内
面
指
痕
の
跡
を
縦
横
な
刷
毛
で
整
形
を
試
み

て
い
る
が
十
分
で
な
い
。
灰
黒
色
を
呈
す
。
外
面
は
黒

色
を
呈
し
、
研
磨
さ
れ
平
滑
で
あ
る
。
壷
形
土
器
か
O

土
器
S
土
鼎
で
口
径
二
六
㌢
鍋
の
深
さ
推
定

一
〇
㌢
口
縁
末
端
を
三
角
形
状
に
一
段
厚
く
仕
上

21



げ
て
い
る
O
器
表
面
灰
色
を
呈
し
、
外
面
に
は
煤
が
付
着
し
て
い
る
。
内
面
の
屈
折
部
以
下
は
粗
い
刷
毛
整
形
が
施
さ
れ
、
外
面
の
囲
凸
は
げ
し
く
器
表
面
の
調
整
は
十

分
で
な
い
。
共
伴
出
土
の
他
の
同
器
形
の
鹿
部
に
は
正
方
形
の
格
子
岬
が
施
さ
れ
て
い
る
。
胴
は
一
つ
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
例
よ
り
考
え
て
三
脚
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
接
合
部
は
貼
付
け
を
指
先
で
押
さ
え
て
い
る
。
手
捏
ね
で
、
外
鷺
し
っ
つ
先
綱
り
に
な
り
、
先
端
は
丸
く
な
っ
て
い
る
。
高
さ
一
二
聖
。
器
形
、
成
形

技
法
と
も
周
防
国
府
出
土
の
土
鼎
と
全
く
同
一
で
あ
る
O
　
こ
の
種
土
鼎
は
大
阪
湾
沿
岸
や
長
門
周
防
、
豊
前
等
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
出
土
例
を
み
て
い
た
が
、
北
九
州
に

も
存
在
す
る
事
が
は
じ
め
て
実
証
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
発
見
と
い
え
る
O
以
上
の
諸
遺
物
は
鎌
倉
～
室
町
時
代
の
中
世
の
瓦
器
で
、
木
遺
物
だ
け
で
、
詳
細

な
時
期
判
定
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
世
の
生
活
実
体
を
具
体
的
に
知
り
う
る
重
要
な
遺
物
で
あ
る
。

（
下
条
　
信
　
行
）
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献

小
出
富
士
雄
、
戒
久
嗣
郎
「
防
長
地
方
の
中
世
土
鼎
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
州
考
古
芋
一
五

福
山
敏
男
、
小
冊
、
魂
久
「
固
衛
地
域
の
考
古
学
的
調
査
」
　
（
『
周
防
の
固
衛
』
所
収
）
　
防
府
史
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昭
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三
　
今
津
防
塁
構
造
の
建
築
学
的
考
察

岩
石
の
分
布
が
異
な
る
よ
う
に
各
々
の
発
掘
場
所
で
多
少
の
構
築
方
法
が
異
な
る
点
も
あ
る
が
、
今
は
発
掘
を
行
っ
た
結
果
の
全
体
を
巨
視
的
に
見
て
要
点
の
み
を
述

べ
よ
う
。
防
塁
の
高
さ
、
幅
、
傾
斜
、
石
の
大
き
さ
は
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
（
T
a
b
－
e
・
①
）
防
塁
の
前
面
が
後
面
よ
り
も
急
な
傾
斜
を
し
た
ほ
ぼ
台
形
で
あ
る
。

後
面
が
傾
斜
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
大
正
二
年
七
月
の
発
掘
報
告
（
『
明
治
以
前
大
日
本
土
木
史
』
土
木
学
会
編
昭
和
十
一
年
六
月
一
〇
三
頁
）
と
異
な
っ
て
い
る
古
軍

あ
る
O
次
に
石
の
大
き
さ
の
分
布
状
態
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
比
較
的
大
き
な
石
を
前
面
と
鹿
部
に
、
次
に
大
き
な
石
を
後
面
に
、
比
較
的
小
さ
な
石
は
内
部
に
入
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
石
と
石
と
の
間
隙
に
砂
を
入
れ
て
全
休
を
密
に
し
て
い
る
。
し
か
し
砂
そ
の
も
の
は
構
造
的
に
は
意
味
を
な
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
O
　
つ
ま
り
、

力
の
伝
達
は
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
簡
単
に
構
築
方
法
を
述
べ
る
と
水
平
を
維
持
し
な
が
ら
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
前
面
、
後
面
を
先
に
築
い
て
後
に
内
部
を
埋
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

前
も
後
も
内
部
も
一
緒
に
石
の
上
に
石
を
積
み
重
ね
た
O
加
工
し
て
い
な
い
石
を
築
く
に
は
、
こ
の
方
法
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
と
石
の
間
隙
に
は
砂
を
入
れ

て
い
っ
た
。
内
部
に
は
縦
方
向
に
長
い
石
が
い
く
つ
か
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
石
を
た
た
い
て
押
し
込
む
よ
う
に
し
て
、
全
体
を
し
め
る
役
割
を
さ
せ
る
方
法
と
し
て
用

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
O

（
九
州
大
学
工
学
部
　
大
冊
研
究
寮
）
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四
　
今
津
防
塁
の
石
材
と
今
津
砂
丘
の
地
質
調
査

1
　
今
津
防
塁
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材

防
塁
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材
の
種
類
、
各
々
の
個
数
比
を
区
分
別
に
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
石
材
の
採
集
地
を
推
定
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
ま
ず
石
材
の
肉
眼
的
・
顕

徽
鏡
的
観
察
を
行
い
、
岩
石
の
種
類
を
細
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
状
、
個
数
比
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
概
要
を
簡
単
に
述
べ
る
。
な
お
、
各
種
岩
石
の
採
取
地
を
推
定

す
る
た
め
に
は
、
周
辺
地
域
の
地
質
調
査
と
詳
細
な
岩
石
学
的
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

㈲
　
石
　
材
　
の
　
種
　
類

（
九
州
大
学
理
学
部
　
種
子
出
研
究
寮
）

A
　
花
　
崗
　
岩
　
類
　
G
r
a
ロ
i
t
e
s

Q
u
a
r
t
z
－
F
e
E
s
p
a
r
－
B
i
。
t
i
t
e
を
主
成
分
と
す
る
深
成
岩

G
a
　
ア
プ
ラ
イ
上
質
の
も
の

G
p
　
桃
色
の
長
石
を
含
む
も
の

B
　
変
　
成
　
岩
　
類
　
M
e
t
a
m
。
r
p
h
i
c
 
r
。
C
k
s

G
W
　
白
色
の
長
石
を
合
む
も
の

蛇
紋
岩
そ
の
他
超
塩
基
性
岩
の
変
質
岩
、
斑
岩
の
変
質
岩
、
角
門
石
、
片
岩
、
片
麻
岩
な
ど

M

b
黒
色
の
も
の
（
蛇
紋
岩
の
も
の
多
し
）
M
u
超
塩
基
性
岩
源
の
も
の

M
g
縁
色
の
も
の
（
斑
岩
源
の
も
の
多
し
）
M
S
片
状
組
織
の
著
し
い
も
の

C
玄
武
岩
類
B
a
s
a
－
t
s

0
－
才
F
e
ⅴ
P
y
r
。
箆
n
e
－
P
－
a
g
i
。
C
－
a
s
e
を
主
と
す
る
黒
色
撤
密
の
火
山
岩

D
そ
の
他

砂
岩
礫
岩
な
ど
の
堆
積
岩

斑
岩
P
。
r
p
h
y
r
i
t
e
（
斑
状
組
織
を
も
つ
半
深
成
岩
）
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出
　
つ

鋸
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誓
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変
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類
比
な
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岩
数
比

根
馴
　
璃
醐
傲

部
岩
　
　
、
種
、

る
　
て
　
　
と
岩
状

す
し
　
　
分
て
性

と
　
に
　
　
部
し
　
の

主
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る
　
に
れ

を
と
　
　
す
め
　
ぞ

類
ま
　
　
と
と
れ

品
．
、
、
1
∵
∴

花
が
　
　
類
、
男
。

は
る
　
　
岩
が
細
る

－
1
頼
　
嗣
机
如
討

区
わ
　
　
は
さ
岩
詳
　
　
戸

Ⅱ
　
に
　
　
5
別
各
で
　
　
6

，
分
　
　
～
　
区
、
告
　
1

4
部
　
　
1
　
に
お
報
　
－

－

る

　

0

－

分

な

本

区

す

た

区

部

。

は

Ⅰ
　
と
　
し
　
Ⅱ
　
る
　
た
　
て

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊聴

注

魂

2
　
今
津
砂
丘
の
地
雷
■
調
∵
萱

㈲

　

今

津

砂

丘

の

地

形

博
多
湾
の
西
部
、
糸
島
半
島
と
背
振
山
塊
の
問
に
、
海
抜
五
m
以
下
の
低
地
帯
が
今
宿
か
ら
加
布
里
に
か
け
て
東
西
に
桟
わ
っ
て
い
る
O
そ
の
東
縁
に
あ
る
春
山
、
毘



沙
門
山
、
今
山
な
ど
の
孤
立
丘
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
孤
立
丘
と
津
舟
崎
、
長
垂
山
な
ど
を
結
ぶ
今
津
、
今
宿
の
砂
丘
が
発
達
し
て
い
る
。

背
振
山
塊
か
ら
北
流
す
る
雷
山
川
、
瑞
梅
寺
川
は
山
麓
に
扇
状
地
を
作
り
、
瑞
梅
寺
川
は
糸
島
低
地
帯
東
半
部
を
貰
流
し
、
そ
の
開
口
部
で
は
川
幅
が
拡
が
り
、
湾
口

が
閉
じ
ら
れ
た
内
湾
ま
た
は
湾
入
河
口
の
干
潟
（
潮
汐
泥
原
）
の
状
態
を
残
し
て
い
る
O
糸
島
低
地
帯
東
縁
北
側
を
限
る
今
津
砂
丘
は
、
毘
沙
門
山
と
津
舟
崎
の
間
を
結

び
、
東
西
に
長
さ
約
三
短
、
幅
最
大
約
五
〇
〇
m
で
あ
る
。
そ
の
北
縁
は
博
多
湾
に
凹
面
を
向
け
た
ゆ
る
や
か
な
弧
を
画
き
、
南
縁
は
多
少
屈
曲
を
示
し
て
瑞
梅
寺
川
下

流
の
低
地
に
接
し
て
い
る
。

砂
丘
本
体
は
海
抜
五
聖
程
度
以
下
の
平
坦
面
を
作
り
、
東
に
向
っ
て
僅
か
に
低
く
な
る
傾
向
を
示
す
。
両
線
に
沿
い
春
山
、
長
浜
、
今
津
小
学
校
付
近
に
は
か
す
か
な

高
ま
り
が
あ
っ
て
西
微
北
か
ら
東
徽
南
の
方
向
に
雁
行
し
、
東
西
に
走
る
現
海
岸
線
と
斜
交
し
っ
つ
、
砂
丘
両
線
の
屈
曲
と
相
関
を
示
し
て
い
る
。
砂
丘
北
縁
に
は
海
抜

六
～
七
空
程
度
の
高
ま
り
が
現
海
岸
線
に
平
行
に
細
長
く
続
き
、
浜
堤
状
砂
丘
を
作
っ
て
い
る
。
浜
堤
状
砂
丘
の
南
側
は
急
傾
斜
し
て
砂
丘
本
体
の
平
坦
面
に
接
し
、
そ

の
間
に
か
す
か
な
凹
地
を
挟
む
こ
と
が
あ
る
O
北
側
は
ゆ
る
く
海
に
向
っ
て
傾
き
、
高
さ
三
～
四
m
の
海
蝕
崖
で
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
北
側
の
緩
斜
面
は
二
柚
の
縦
列

砂
丘
を
思
わ
せ
る
起
伏
を
見
せ
る
が
、
松
が
造
林
さ
れ
て
い
る
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
O
以
上
を
今
津
の
新
砂
丘
と
す
る
。

海
蝕
崖
は
中
程
の
緩
斜
面
で
上
・
下
の
小
海
蝕
崖
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
緩
斜
面
に
は
草
木
が
着
生
し
て
い
る
の
で
、
上
位
の
小
海
蝕
崖
は
殺
近
の
異
常
暴
風
に
よ
る

も
の
と
患
わ
れ
る
。
下
位
の
海
蝕
崖
が
現
在
の
も
の
で
あ
る
O
今
津
砂
丘
の
東
端
、
毘
沙
門
山
に
接
す
る
部
分
は
砂
丘
本
体
に
比
べ
か
な
り
高
く
（
海
抜
一
三
m
）
、
北

に
向
っ
て
か
な
り
急
に
傾
い
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
風
に
運
ば
れ
た
砂
が
毘
沙
門
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
吹
き
1
げ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の

下
に
上
述
し
た
新
砂
丘
よ
り
古
い
砂
丘
が
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
を
今
津
の
古
砂
丘
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

今
津
砂
丘
の
北
－
半
部
に
は
松
林
が
造
成
さ
れ
、
南
半
部
は
畑
地
で
あ
る
。
西
端
に
は
大
原
の
部
落
が
あ
る
。

②

　

今

津

砂

丘

の

地

質

発
掘
さ
れ
た
防
塁
は
浜
堤
状
砂
丘
の
稜
線
下
に
位
置
し
て
お
り
、
ト
レ
ン
チ
の
す
べ
て
の
断
面
で
、
防
塁
の
基
礎
と
な
っ
た
基
盤
砂
層
の
上
に
風
成
砂
層
が
乗
っ
て
い

る
。
二
見
し
た
と
こ
ろ
、
風
成
砂
層
は
基
盤
砂
層
に
比
べ
粒
が
細
か
く
、
粒
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
粒
径
の
違
い
や
、
貝
殻
の
微
細
な
破
片
の
配
列
に
よ
る
偽
層
理
が
著
し

く
発
達
す
る
O
層
理
の
走
向
は
防
塁
に
大
体
平
行
し
、
傾
斜
は
北
側
で
北
斜
、
南
側
で
南
斜
す
る
。
防
塁
の
北
側
基
礎
に
接
す
る
部
分
で
は
南
に
傾
く
串
も
多
い
。
こ
の

風
成
砂
層
の
問
に
二
枚
以
下
の
有
機
物
に
富
む
暗
色
帯
を
挟
む
こ
と
が
あ
る
。

基
盤
砂
層
は
風
成
砂
層
に
比
べ
て
粒
が
粗
く
、
貝
殻
の
大
き
な
破
片
を
含
み
、
薬
理
が
無
く
、
塊
状
に
見
え
る
。
基
盤
砂
層
と
風
成
砂
層
の
間
に
は
明
ら
か
な
境
が
あ

71

・



り
、
礫
や
有
機
物
に
富
む
層
が
介
在
し
て
い
る
事
が
あ
る
。
こ
の
境
界
面
は
砂
丘
本
体
の
平
坦
面
よ
り
い
く
ら
か
高
く
、
西
か
ら
東
に
高
く
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

Ⅲ
区
1
0
で
実
施
し
た
オ
ー
ガ
ー
・
ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
約
二
・
六
m
の
風
成
砂
層
の
下
に
、
粗
粒
砂
層
一
・
四
m
、
極
粗
粒
砂
層
一
二
－
聖
粗
粒
砂
層
一
二
ハ
m
以

上
の
順
で
重
な
っ
て
い
る
O
極
粗
粒
砂
層
の
上
部
四
〇
c
m
は
貝
殻
の
円
磨
さ
れ
た
大
き
な
破
片
を
多
数
含
み
、
波
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
後
海
岸
（
b
a
c
k
s
h
。
且
の
堆
積

物
と
見
な
さ
れ
る
。
Ⅲ
区
i
O
の
基
鹿
部
の
高
さ
は
四
－
五
m
（
前
面
）
と
な
り
、
現
海
面
よ
り
二
・
五
～
三
m
の
位
置
に
あ
る
。
基
盤
砂
層
上
部
の
重
鉱
物
含
量
や
不

透
明
鉱
物
の
割
り
合
い
は
風
成
砂
層
に
近
い
。
最
後
の
時
期
に
陸
化
し
た
砂
洲
の
堆
積
物
で
あ
ろ
う
。

砂
丘
本
体
の
平
坦
面
を
作
る
堆
積
物
の
露
頭
は
殆
ど
無
い
。
大
鹿
部
落
内
の
下
水
道
工
事
現
場
で
は
、
厚
さ
約
一
一
五
m
の
基
盤
砂
層
と
同
様
な
砂
層
が
見
ら
れ
た
O

長
浜
貝
塚
付
近
の
ト
レ
ン
チ
と
オ
ー
ガ
ー
・
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
一
～
一
。
五
m
の
粗
粒
砂
層
の
下
に
約
■
m
以
上
の
粗
粒
砂
層
が
あ
る
が
、
粗
大
な
貝
殻
片
を
含

む
堆
積
物
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
資
料
よ
り
判
断
す
る
と
、
今
津
砂
丘
の
本
体
は
沖
洲
（
。
f
f
s
許
e
b
a
豊
的
砂
層
よ
り
な
り
、
西
か
ら
東
に
向
っ
て
成
長
し
た
一
種
の
分
岐
砂
蝉
で
あ
る
。
そ

の
最
高
位
の
海
面
は
現
在
よ
り
約
五
m
以
下
高
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
砂
舞
は
西
端
部
で
海
側
に
拡
が
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
砂
丘
本
体
の
海
側

に
あ
っ
た
浜
堤
状
の
か
す
か
な
高
ま
り
に
防
塁
が
築
か
れ
た
た
め
、
風
成
砂
が
吹
き
よ
せ
ら
れ
て
現
在
の
浜
堤
状
砂
丘
を
形
成
し
、
砂
丘
本
体
上
の
風
成
砂
は
極
く
薄

い
。
砂
丘
北
端
の
海
蝕
崖
に
露
わ
れ
て
い
る
砂
層
に
は
薬
理
が
発
達
し
て
い
る
が
出
風
成
砂
に
比
べ
粒
が
粗
く
、
現
在
の
浜
の
砂
層
に
似
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
重
鉱
物

含
量
、
不
透
明
鉱
物
の
割
合
と
も
風
成
砂
に
比
べ
て
著
し
く
多
い
O

今
津
砂
丘
の
東
端
部
は
前
述
し
て
来
た
新
砂
丘
に
比
べ
て
高
く
、
北
に
向
う
傾
斜
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
断
面
は
砂
取
場
の
崖
面
で
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
上

か
ら
、
薬
理
を
も
つ
風
成
砂
層
（
約
二
m
）
、
塩
分
の
団
結
し
た
よ
う
な
薄
い
パ
ッ
チ
状
薬
理
を
も
つ
暗
色
砂
層
（
約
六
〇
禁
、
申
粒
砂
層
（
約
六
〇
禁
、
暗
色
砂

層
（
約
三
〇
禁
、
薬
理
を
も
つ
中
粒
砂
層
（
約
三
肌
以
上
）
の
順
に
重
な
っ
て
い
る
O
l
位
の
暗
色
砂
層
に
は
須
恵
器
や
土
師
器
の
破
片
が
含
ま
れ
て
い
る
。
下
位
の

暗
色
砂
層
は
泥
を
多
く
含
み
褐
色
ロ
ー
ム
質
砂
に
移
化
す
る
。
砂
取
場
の
東
方
、
P
野
の
花
学
園
の
ゴ
ミ
拾
場
で
は
、
約
言
の
風
成
砂
層
の
下
に
有
機
物
に
富
む
黒
色

ロ
ー
ム
（
約
三
〇
禁
、
褐
色
ロ
ー
ム
（
下
限
露
出
せ
ず
）
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
部
分
の
砂
丘
砂
層
は
二
枚
の
暗
色
帯
ま
た
は
ロ
ー
ム
層
に
よ
っ
て
三
分
さ
れ
る
。

下
部
は
褐
色
ロ
ー
ム
以
前
に
形
成
さ
れ
、
－
褐
色
ロ
ー
ム
堆
積
期
に
は
少
く
と
も
一
部
陸
上
に
あ
っ
た
。
中
部
は
褐
色
ロ
ー
ム
後
、
古
墳
文
化
以
前
・
上
部
は
古
墳
文
化
以

後
の
風
成
砂
で
あ
る
。
最
後
の
風
成
砂
は
毘
沙
門
山
の
麓
海
抜
約
四
〇
m
ま
で
吹
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
褐
色
ロ
ー
ム
は
明
ら
か
に
下
位
の
暗
色
砂
層
と
同
層
準
で
あ
る

が
、
黒
色
ロ
ー
ム
は
褐
色
ロ
ー
ム
上
部
の
有
機
物
に
富
む
部
分
で
あ
る
か
、
上
位
の
暗
色
砂
層
に
当
る
も
の
で
あ
る
か
は
現
在
の
資
料
で
は
決
定
で
き
な
い
。

8
1



㈲
　
今
津
砂
丘
周
辺
の
地
形
面

前
述
し
た
よ
う
に
今
津
砂
丘
の
本
体
は
、
海
面
が
現
在
よ
り
約
五
m
以
下
高
い
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
期
の
面
を
Ⅰ
1
両
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

今
津
砂
丘
の
南
側
に
拡
が
る
低
地
は
、
人
工
的
干
拓
に
よ
る
も
の
が
か
な
り
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
海
面
に
従
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
面
を
I
2
両
と
す
る
。
Ⅰ
1

両
と
Ⅰ
2
両
の
問
に
■
杖
の
地
形
面
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
Ⅰ
1
2
両
と
す
る
O
 
I
1
2
面
は
そ
の
高
さ
か
ら
判
断
し
て
現
在
よ
り
三
m
以
下
高
い
海
面
に
従
っ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ⅰ
1
面
を
切
り
、
I
2
面
に
切
ら
れ
る
。
今
津
砂
丘
本
体
の
平
坦
面
の
う
ち
三
m
以
下
の
部
分
は
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
の
も
の
を
含
む
か
も
知
れ

な
い
。
こ
の
面
の
上
に
は
弥
生
文
化
前
期
初
頭
の
長
浜
貝
塚
が
あ
る
O
以
上
三
つ
の
面
は
沖
積
面
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
1
及
び
Ⅰ
坊
面
は
Ⅰ
2
両
に
よ
っ
て
埋
積
さ
れ
た
丘
陵
や
山
地
の
麓
に
残
存
し
て
一
種
の
段
丘
面
を
作
る
と
と
も
に
、
丘
陵
や
山
地
を
刻
む
谷
底
に
も
延
び
て
二
柾

の
河
岸
段
丘
面
を
な
す
。
こ
れ
ら
の
谷
底
に
は
沖
積
面
よ
り
一
段
高
い
段
丘
面
が
あ
り
、
こ
れ
を
Ⅱ
面
と
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
大
鹿
部
落
南
西
に
あ
る
も
の
で
、

末
端
で
海
抜
五
m
の
高
さ
を
示
す
。
こ
の
段
丘
は
薄
い
磯
層
よ
り
な
り
、
風
化
し
て
著
し
い
褐
色
を
呈
し
て
お
り
、
ロ
ー
ム
層
で
お
お
わ
れ
て
い
な
い
O
こ
の
面
は
末
端

で
は
Ⅰ
面
に
切
ら
れ
た
段
丘
面
で
あ
る
が
、
谷
奥
で
は
谷
底
面
を
作
っ
て
い
る
O
こ
の
傾
向
は
Ⅰ
1
、
Ⅰ
坊
、
Ⅰ
2
両
の
問
に
も
認
め
ら
れ
る
。
更
に
Ⅱ
面
よ
り
高
い
位

霞
に
三
つ
の
面
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
Ⅲ
～
Ⅳ
面
と
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
海
面
が
順
次
、
継
続
的
に
低
下
し
っ
つ
あ
る
時
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
対
　
　
　
比

山
崎
（
一
九
五
五
）
は
北
九
州
の
文
化
遺
跡
の
分
布
か
ら
、
縄
文
輿
弥
生
期
の
海
岸
線
が
夫
々
現
在
の
標
高
一
〇
m
及
び
五
m
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
、

さ
ら
に
、
縄
文
期
以
後
現
在
に
近
ず
く
に
つ
れ
て
遺
跡
の
標
高
が
低
下
す
る
事
実
を
指
摘
し
た
（
山
崎
、
一
九
五
七
）
。

涌
出
（
一
九
六
二
）
は
福
岡
平
野
の
現
沖
積
面
よ
り
古
い
低
位
平
出
面
を
F
a
■
F
b
ノ
F
c
の
三
面
に
区
分
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
F
a
南
は
基
盤
の
雷
山
し
た
（
一
部
礫

層
を
伴
な
う
）
丘
陵
の
預
面
で
あ
る
。
F
b
面
を
作
る
堆
積
物
は
1
部
・
下
部
に
二
分
さ
れ
、
礫
層
、
砂
層
、
軽
石
火
山
灰
層
よ
り
な
る
下
部
層
の
上
に
不
整
合
関
係
で

上
部
を
構
成
す
る
偽
層
砂
層
、
火
山
灰
層
が
乗
る
。
最
1
位
の
火
山
灰
層
は
著
し
く
粘
土
化
し
、
角
閃
石
を
含
む
。
F
c
面
は
礫
層
よ
り
な
る
沖
積
段
丘
面
で
あ
る
。

郷
原
・
他
（
一
九
六
四
）
は
北
九
州
の
第
四
系
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
指
摘
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
㈲
中
位
段
丘
は
上
位
・
下
位
の
二
面
に
区
分
さ
れ
る
O
上

位
面
は
熊
本
県
長
洲
町
付
近
に
あ
る
海
棲
貝
化
石
を
含
む
長
洲
層
の
堆
損
面
で
・
関
東
地
方
の
下
末
吉
面
に
対
比
さ
れ
、
下
位
面
は
八
女
粘
土
、
鳥
栖
ロ
1
ム
、
阿
猫
新

如
熔
岩
を
伴
な
う
も
の
で
、
武
蔵
野
面
に
対
比
さ
れ
る
。
低
位
段
丘
に
は
褐
色
ロ
1
ム
を
伴
な
い
立
川
面
に
対
比
さ
れ
る
。
②
北
九
州
苗
若
松
付
近
で
骨
藤
（
■
九
六

二
）
に
よ
り
島
郷
層
と
さ
れ
た
も
の
の
下
底
に
鳥
栖
ロ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
れ
以
↑
の
若
松
層
上
部
の
砂
層
を
古
砂
丘
、
島
郷
層
を
お
お
う
砂
丘
を
新
砂
丘
と
す
る
。
鳥
郷

91



層
は
中
程
に
あ
る
暗
色
帯
に
よ
っ
て
上
部
・
下
部
に
分
け
ら
れ
、
上
部
は
立
川
ロ
ー
ム
に
、
下
部
は
立
川
礫
層
に
当
る
。

以
上
の
資
料
と
今
回
の
調
査
結
果
を
対
比
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
今
津
の
古
砂
丘
は
低
位
段
丘
上
位
面
に
対
比
さ
れ
る
。

②
　
芸
は
低
位
段
丘
下
位
面
に
当
る
。
今
津
付
近
の
Ⅱ
面
は
礫
層
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
瑞
梅
寺
川
上
流
の
芸
の
礫
層
は
角
閃
石
に
富
む
白
色
火
山
灰
レ

ン
ズ
を
含
ん
で
い
る
。

㈲
　
今
津
の
新
砂
丘
本
体
（
Ⅰ
1
両
）
は
縄
文
海
進
の
最
盛
期
に
対
応
す
る
。

㈲
　
弥
生
海
退
に
伴
な
っ
て
砂
丘
本
体
は
徐
々
に
水
面
上
に
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
期
に
Ⅰ
抜
面
が
作
ら
れ
る
小
停
滞
が
あ
っ
た
。

㈲
　
そ
の
後
い
く
ら
か
海
面
が
上
昇
し
て
い
る
。

㈲
　
元
完
防
塁
築
造
そ
の
後
浜
堤
新
砂
丘
が
形
成
さ
れ
た
。

引
用
文
献
は
本
報
告
で
詳
述
す
る
°

（
遠
藤
　
尚
（
文
責
種
子
田
）
）

五
　
今
津
・
生
の
桧
原
防
塁
の
土
木
工
学
的
考
察

l

　

今

津

防

塁

の

砂

の

性

質

防
塁
築
造
に
つ
い
て
何
ら
か
の
工
学
的
特
徴
を
見
出
す
意
図
を
も
っ
て
、
今
津
地
区
の
防
塁
に
つ
い
て
、
そ
の
砂
の
工
学
的
性
質
を
調
べ
た
O
砂
試
料
の
採
取
個
所
は

T
a
b
－
e
．
ぴ
　
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
粒
皮
曲
線
、
名
称
区
分
、
粒
子
の
比
重
の
試
験
結
果
は
F
g
鍵
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

一
区
お
よ
び
三
区
の
砂
は
、
ご
く
粒
径
が
均
等
し
、
〇
・
二
～
〇
・
四
m
の
範
囲
に
収
ま
る
の
に
対
し
て
、
四
区
の
も
の
は
細
粒
分
を
多
く
含
む
だ
け
で
な
く
（
粘
土

分
七
％
）
、
最
大
粒
径
も
五
・
〇
禦
嘩
皮
に
な
っ
て
い
る
O
こ
の
四
区
の
よ
う
な
土
は
工
学
的
に
安
定
な
理
想
的
築
堤
材
料
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
意
図
を
持
っ
て

用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
現
地
の
地
盤
土
を
利
用
し
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

砂
の
比
重
は
、
三
区
の
も
の
に
比
べ
て
一
区
と
四
区
の
も
の
が
大
き
い
。
四
区
の
も
の
が
大
き
い
の
は
粘
土
分
の
影
響
で
あ
る
が
、
一
区
の
も
の
が
大
き
い
の
は
そ
の
”

化
学
的
成
分
の
相
違
に
起
因
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
O

今
津
地
区
の
防
塁
は
現
在
の
汀
線
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
海
水
面
と
の
標
高
差
も
大
き
く
元
窺
当
時
と
地
形
の
変
化
が
著
し
い
の
で
、
構

一
3

2
〇一

1



築
当
時
の
地
形
を
推
定
す
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

当
時
の
地
形
は
、
砂
の
粒
度
な
ど
を
海
岸
線
と
横
断
方
向
だ
け
で
な

く
、
深
さ
方
向
に
も
調
べ
て
判
断
で
き
る
見
込
み
が
あ
り
、
四
十
四

年
度
に
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

2
　
防
塁
に
対
す
る
雨
水
お
よ
び
地
下
水
の
影
響

前
年
度
発
掘
さ
れ
た
生
の
桧
原
の
防
塁
は
水
際
に
位
置
し
、
し
か

も
地
形
的
に
も
傾
斜
地
上
に
あ
る
の
で
、
そ
の
保
存
に
つ
い
て
懸
念

さ
れ
る
点
が
多
い
。
保
存
上
の
弱
点
は
、
‖
　
基
礎
が
何
ら
の
処
理

を
加
え
な
い
砂
地
盤
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
日
　
築
石
、
し
か
も
乱
積

所個取採の砂の皇防
－

．

1

－

1

一朝5
elbaT

み
で
あ
る
築
石
の
目
地
も
ま
た
、
何
ら
の
処
理
を
施
さ
な
い
砂
で
あ
る
こ
と
、
臼
　
築
石
が
砂
堤
の
前
面
と
上
面
（
天

端
）
を
被
覆
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
と
く
に
上
面
の
敷
石
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
で

あ
る
。こ

の
よ
う
な
構
造
の
堤
体
の
損
傷
な
い
し
崩
壊
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
‖
　
水
仙
に
よ
っ
て
堤
前
面
の

基
礎
砂
が
浸
食
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
き
る
石
積
の
不
安
定
化
、
と
く
に
陥
没
的
崩
壊
、
日
　
雨
水
や
波
し
ぶ
き
に
よ

る
水
蝕
は
も
ち
ろ
ん
、
風
蝕
に
よ
る
目
地
砂
の
脱
落
、
そ
れ
に
伴
な
う
石
積
の
不
安
定
化
、
と
く
に
上
部
か
ら
起
き
や

す
い
石
の
崩
落
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
下
水
位
は
著
し
く
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
さ
い
わ
い
に
し
て
、
斜
面

に
平
行
的
な
地
下
水
に
よ
る
水
蝕
や
パ
イ
ピ
ン
グ
現
象
は
考
え
ら
れ
な
い
。
昭
和
四
十
三
年
九
月
二
十
四
日
、
十
六
号
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0
0
0

0
0
　
　
8
0
　
　
6
0
　
　
4
0
　
　
2
0

1

通
過
自
分
率
　
（
％
）

台
風
（
降
雨
量
百
ミ
リ
程
度
）
　
の
さ
中
に
現
地
で
行
っ
た
調
査
か
ら
F
i
g
．
田
が
得
ら
れ
て
お
り
、
連
続
の
強
雨
の
の
ち
で
も
地
下
水
柾
は
築
石
の
裾
の
高
さ
か
ら
お
よ
そ

二
・
五
〇
m
の
深
さ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
降
雨
に
よ
る
主
な
水
の
流
れ
は
す
べ
て
鉛
直
方
向
に
し
か
起
き
な
い
。

一
方
、
今
津
地
区
の
防
塁
は
、
石
積
が
堤
内
部
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
て
い
て
、
堤
自
体
か
な
り
堅
固
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
形
平
出
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
し
か
も
標



高
も
高
く
、
地
下
水
の
作
用
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
。
問
題
は
石

積
の
目
地
砂
の
脱
落
に
よ
る
上
部
の
石
の
崩
落
防
止
、
掘
削
さ
れ

た
堤
と
反
対
側
の
砂
の
斜
面
の
砂
防
だ
け
で
あ
る
。

3

　

防

塁

の

保

存

方

法

長
期
に
わ
た
っ
て
露
出
し
た
状
態
で
保
存
す
る
う
え
で
、
生
の

桧
原
地
区
と
今
津
地
区
と
で
弱
点
が
相
違
す
る
の
で
、
工
学
的
保

存
の
方
法
は
対
象
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ス
プ
レ
イ
、
目
地
詰
め
の
い
づ
れ
で
も
、
薬
液
の
う
ち
で
も
っ

と
も
接
着
力
の
大
き
い
も
の
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
の
も
の
で
あ
る

が
、
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
が
難
点
に
な
る
。
種
々
関
係
者
と
も
検

討
し
た
結
果
、
四
十
四
年
二
月
か
ら
三
月
に
わ
た
っ
て
、
生
の
松

回
　
平
　
面
　
図

原
地
区
で
試
験
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
材
料
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

‖
　
コ
ロ
イ
ド
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
に
よ
る
注
入
剤

出
　
珪
酸
ソ
ー
ダ
（
水
ガ
ラ
ス
）
ま
た
は
ア
ク
リ
～
酸
塩
を
主
剤
と
し
、
樹
脂
を
触
媒
と
す
る
注
入
剤

臼
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
の
ス
プ
レ
イ
剤
と
目
地
詰
用
の
砂
の
固
結
剤

上

　

）

存

　

区

餅
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こ
の
ほ
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
に
よ
る
築
石
の
裾
沿
い
の
防
護
も
試
験
さ
れ
る
が
、
こ
の
方
法
は
技
術
的
に
特
別
の
検
討
を
要
し
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
方
法
は
外
観

上
理
想
的
で
は
な
い
。

Ⅰ

こ
の
試
験
施
工
は
四
十
四
年
三
月
ま
で
に
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
ほ
ぼ
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
耐
久
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
観
測
に
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
は
九
大
工
学
部
技
術
員
森
厳
氏
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
こ
と
を
付
記
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
九
州
大
学
工
学
部
　
山
内
研
究
室
）

六
　
文
献
か
ら
み
　
た
今
津
元
完
防
塁

1
　
今
津
地
区
防
塁
の
築
造
負
担
国

近
衛
家
本
追
加
（
弘
安
七
年
Ⅰ
八
年
十
一
月
）
　
に

一
大
隅
日
向
両
国
役
所
今
津
後
浜
事

先
度
雑
除
之
、
為
要
海
云
々
、
如
元
警
固
、

と
あ
っ
て
、
大
隅
・
日
向
の
二
カ
国
が
今
津
後
浜
を
警
固
す
る
定
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
警
固
番
役
は
石
築
地
役
と
一
致
す
る
か
ら
、
大
隅
・
日
向
の
両
国
は
・

と
も
に
今
津
地
区
を
防
塁
築
造
負
担
区
域
と
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
両
国
の
領
主
た
ち
は
、
今
津
の
東
西
を
、
東
側
は
大
隅
、
西
側
は
日
向
と
い
う
具
合
に
そ
れ
ぞ
れ

国
ご
と
に
二
分
し
て
石
築
地
役
を
分
担
し
た
も
の
か
、
両
国
を
東
西
に
分
け
る
こ
と
な
く
混
み
で
今
津
一
帯
の
防
塁
を
造
成
し
た
も
の
か
、
と
い
っ
た
こ
ま
か
な
点
に
な

る
と
、
ま
っ
た
く
わ
か
ち
な
い
。

今
津
地
区
防
塁
の
正
確
な
直
接
史
料
は
大
隅
国
関
係
の
も
の
し
か
残
存
し
て
お
ら
ず
、
日
向
国
の
分
の
防
塁
関
係
史
料
は
絶
無
で
あ
り
、
広
義
の
元
冠
関
係
史
料
が
二

二
残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

2

　

今

津

地

区

防

塁

■

築

造

の

実

態

今
津
地
区
の
防
塁
築
造
の
史
料
と
し
て
は
、
『
薩
藩
旧
記
』
雑
録
前
編
巻
七
所
収
調
所
祐
恒
伝
所
載
の
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
八
月
日
石
築
地
役
配
符
案
が
あ
る
O

こ
れ
は
単
に
今
津
地
区
だ
け
に
限
ら
ず
防
塁
一
般
の
築
造
に
関
す
る
諸
原
則
を
示
す
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
す
で
に
相
田
二
郎
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
分
析
が
試
み
ら

1

3
．

2



れ
て
い
る
（
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
二
〇
八
－
二
二
二
貢
）
。
以
下
、
同
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
大
隅
お
よ
び
日
向
両
国
が
負
担
し
た
今
津
地
区
防
塁
築
造
の
実
態
に

つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
本
史
料
の
記
載
は
、
内
容
上
か
ら
次
の
四
部
に
わ
か
れ
る
。

㈲
　
本
史
料
は
、
元
完
に
よ
っ
て
大
隅
国
に
石
築
地
役
が
賦
課
さ
れ
、
祐
恒
は
調
所
職
と
し
て
大
介
兼
税
所
某
等
と
と
も
に
石
築
地
役
を
同
国
内
に
割
り
あ
て
た
こ
と
は

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

②
　
ま
ず
、
小
河
院
内
の
地
名
と
そ
の
お
の
お
の
の
田
数
を
記
し
、
以
下
、
曽
於
郡
二
乗
東
郷
嘉
西
郷
内
の
地
名
と
そ
の
田
数
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
田
数
に

た
い
し
て
は
、
次
の
畑
の
よ
う
な
石
築
地
役
の
割
合
を
記
し
て
い
な
い
。
相
田
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
課
役
が
免
除
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

㈲
前
の
桑
西
郷
記
載
の
次
に
、
細
工
所
給
田
三
丁
五
反
と
記
し
、
そ
の
下
に
三
尺
五
寸
と
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
弥
勒
寺
上
座
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
細

工
所
給
田
三
町
五
反
が
弥
勒
寺
上
座
の
所
領
で
、
そ
の
負
担
す
べ
き
石
築
地
役
が
三
尺
五
寸
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
石
築
地
役
の
負
担
の
割
合
は
段
別
－
寸
と
な
る
。
以

下
の
記
載
は
す
べ
て
同
一
様
式
で
、
負
担
の
割
合
は
、
中
に
は
若
干
相
違
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
段
別
■
寸
で
あ
る
O
田
数
を
あ
げ
て
課
役
の
長
さ
が
書
い
て

な
い
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
課
役
を
免
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
0
本
史
料
は
も
と
も
と
案
文
で
あ
る
か
ら
、
写
し
お
と
し
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

㈲
最
後
に
、
こ
の
石
築
地
役
は
関
東
御
教
書
と
少
弐
経
資
の
施
行
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
建
治
二
年
八
月
中
に
造
成
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
書
き
、
石

築
地
役
配
分
の
直
接
伝
達
者
の
署
名
が
あ
る
O
そ
の
最
初
に
み
え
る
調
所
藤
原
と
い
う
の
は
調
所
祐
恒
で
あ
り
、
以
下
、
書
生
藤
原
・
物
萱
大
蔵
・
大
介
兼
税
所
藤
原
・

守
護
代
左
衛
門
尉
藤
原
と
な
っ
て
い
る
O
こ
れ
は
、
国
街
の
調
所
・
書
生
・
惣
官
。
大
介
兼
税
所
と
幕
府
側
の
守
護
代
と
の
二
種
の
要
員
か
ら
成
っ
て
い
る
。
石
築
地
役

が
二
回
平
均
の
課
役
と
し
て
太
宰
府
の
武
家
側
支
配
者
た
る
少
弐
氏
お
よ
び
大
隅
国
街
を
通
じ
て
、
大
隅
国
内
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
元
完
の
国
制
史
に

占
め
る
意
義
を
示
す
一
指
標
で
あ
る
。

本
史
料
と
現
存
す
る
防
塁
と
を
照
合
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
実
は
さ
し
あ
た
り
重
要
で
あ
る
が
、
本
史
料
も
こ
の
点
に
な
る
と

あ
ま
り
効
力
が
な
い
。
相
田
氏
は
畑
の
部
分
か
ら
大
隅
に
賦
課
さ
れ
た
石
築
地
の
長
さ
を
三
五
九
問
余
（
≡
、
五
七
〇
寸
余
）
と
計
上
し
て
い
る
（
≡
九
貢
）
O
同

氏
は
、
大
隅
国
の
総
田
数
を
拾
芥
抄
に
準
拠
し
て
四
、
七
七
〇
町
と
し
、
段
別
一
寸
の
割
合
で
こ
の
総
田
数
に
賦
課
す
べ
き
石
築
地
の
長
さ
を
七
九
五
問
と
算
出
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
拾
芥
抄
は
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
以
前
に
で
き
て
お
り
、
洞
院
公
賢
が
抄
録
し
た
と
い
う
。
大
隅
と
共
同
し
て
今
津
地
区
の
石
築
地
役
を
負
う
た
日

向
の
関
係
史
料
が
絶
無
な
の
で
、
相
田
氏
は
、
大
隅
に
お
け
る
総
田
数
と
実
際
の
賦
課
と
の
割
合
か
ら
日
向
の
場
合
を
推
定
し
て
い
る
。

拾
芥
抄
に
よ
っ
て
日
向
二
回
の
負
担
す
べ
き
石
築
地
の
長
さ
は
一
、
三
八
三
間
余
で
あ
る
か
ら
1
大
隅
の
場
合
か
ら
判
断
し
て
、
実
際
に
賦
課
さ
れ
た
の
は
六
二
三
間

余
に
な
る
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
大
隅
と
日
向
と
の
両
国
が
実
際
に
負
担
し
た
防
塁
の
長
さ
を
九
八
二
間
と
算
定
。
相
田
氏
は
木
下
讃
太
郎
氏
の
調
査
（
『
元

4
上八

ソ
討



窺
史
蹟
の
新
研
究
』
所
収
）
　
に
よ
っ
て
今
津
の
現
存
す
る
防
塁
の
長
さ
を
二
五
町
と
し
、
間
数
に
換
算
し
て
一
、
五
〇
〇
問
と
し
、
実
際
賦
課
九
八
二
間
と
の
差
違
の
大

き
さ
に
驚
い
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
十
一
年
の
調
査
で
は
、
防
塁
の
長
さ
は
二
八
町
（
一
、
六
八
〇
問
）
　
で
あ
り
，
現
在
で
も
、
ほ
ぼ
こ
の
長
さ
が
残
っ
て
い
る
。
そ

の
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

相
田
氏
の
よ
う
に
、
か
り
に
拾
芥
抄
に
準
拠
す
れ
ば
、
大
隅
は
日
向
に
た
い
し
て
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
比
率
に
な
る
。
か
り
に
こ
の
比
率
が
何
程
か
信
用
で
き
る

と
す
れ
ば
、
大
隅
・
日
向
の
い
ず
れ
か
一
方
の
国
の
分
担
地
域
が
、
東
側
か
西
側
か
判
明
す
れ
ば
、
全
遺
跡
約
三
キ
ロ
の
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
部
分
が
大
隅
の
負
担
部
分

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

＝

　

今

津

地

区

の

　

警

固

番

役

大
隅
・
日
向
両
国
の
領
主
た
ち
が
、
今
津
地
区
に
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
防
塁
を
築
造
し
た
の
か
、
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
が
、
日
向
は
関
係
史
料
を
ま
っ

た
く
欠
き
、
大
隅
は
前
述
の
史
料
を
除
き
警
固
番
役
関
係
史
料
し
か
残
し
て
い
な
い
。
警
固
番
役
は
石
築
地
役
に
等
置
さ
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
関
係
史
料
を
残
す
大

隅
の
領
主
た
ち
の
警
固
番
役
勤
仕
の
事
実
を
整
理
し
、
今
津
地
区
石
築
地
役
負
担
の
実
態
を
も
推
測
す
る
支
証
と
し
よ
う
。

大
隅
国
御
家
人
異
国
警
固
番
役
勤
仕
事
例

2
5

勒

仕

の

御

家

人

1
　
佐
多
弥
九
郎
定
親

勤
　
仕
　
の
　
期
　
間

弘
安
五
年
九
月
二
十
五
日

－
十
一
月
四
日

勤
仕
の
場
所

ー
L

L
仕
、

・日月ノ

蒜
岡
苗
坂
。
忠
智
氏
所
蔵
文
書
（
弘
安
五
年
）
十
万
四
。
大
隅
守
学
業
宗
胤
警
固
番
役
覆
勘

■
1
匿
欣
は
）
風
儀
渾
匿
は
沃
「
漉
漉
満
濃
填
壙
這
四
ト
八
萬
旧
年
沫
骨
法
け
～

1
」

⊥

〃
　
六
年
六
月
一
日
I
八
月
晦
日

（
九
十
口
内
除
沙
汰
石
王
分
定
五

十
四
日
）

右
同
弘
安
六
年
十
月
二
十
二
日
大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
警
固
番
役
覆
助
状

要
　
　
月

今
津
後
浜

〝
　
弘
安
七
年
五
月
十
二
日
　
　
〝

弘
安
八
年
分
警
固
番
役

〝
　
弘
安
九
年
二
月
二
十
一
日
唯
仏
書
状

5
　
佐
多
定
親
代
官

治
部
房
了
親

九
十
力
日
内
五
十
四
日

（
残
日
数
は
九
郎
二
郎
分
）

今
　
　
津

〃
　
弘
安
九
年
八
月
晦
日
大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
警
固
番
役
覆
勘
状



佐
　
多
　
　
定
　
親

正
応
元
年
四
月
1
1
1

〃
　
正
応
元
年
八
月
一
日

・

佐
多
定
親
代
官

治

郎

房

了

親

正
応
四
年
六
月
一
口
戸
月
1
同
八
月
晦
日

今
　
　
津

〃
　
正
応
四
年
九
月
三
日

伊
佐
敷
阿
古
次
郎
代

二
郎
三
郎

今
津
後
浜

″
　
永
仁
二
年
八
月
二
日
大
隅
守
護
北
条
時
直
警
固
番
役
覆
勘
状

9
　
佐
多
阿
子
（
古
）
二
郎

〃
　
永
仁
四
年
九
月
七
日
（
姓
未
詳
）
定
時
警
固
番
役
覆
勘
状

1

0

　

　

　

　

〝

■
氷
仁
五
年
八
月
四
日
大
隅
守
莞
条
時
直
警
固
番
役
覆
勘
状

Ⅱ
佐
多
弥
九
郎
信
親
代

兵
衛
四
郎
忠
弘

〃
　
正
安
元
年
十
一
月
八
日
　
　
〃

1

2

　

　

　

　

〝

〃
　
正
安
二
年
後
七
月
二
十
六
日
〃

1

3

　

　

　

　

〝

－
妄
三
年
七
月
二
十
吾
〝

6
・

2

（
マ
マ
）

4
　
佐
多
孫
九
郎
信
親

嘉

元

三

年

四

月

1

″
　
嘉
元
三
年
後
十
二
月
二
十
九
日
為
尚
警
固
番
役
覆
勘
状
（
為
尚
は
大
隅
国
守
護
代
か
）

こ
の
た
ぐ
い
の
表
は
、
す
で
に
相
田
二
郎
氏
『
蒙
古
襲
来
の
研
究
』
　
（
－
五
五
－
一
五
六
頁
）
や
『
鹿
児
島
史
』
第
一
巻
四
一
八
貢
に
よ
っ
て
整
理
掲
出
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
が
前
二
者
以
外
に
新
た
に
発
見
し
得
た
こ
と
は
、
最
初
の
事
例
（
1
）
を
、
前
二
者
と
も
に
年
未
詳
と
し
て
い
た
の
を
、
原
本
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
端
裏
書

か
ら
弘
安
五
年
の
も
の
と
判
定
し
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
今
回
は
文
書
名
を
完
名
で
か
か
げ
、
前
二
者
の
整
理
を
補
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
隅
の
御
家
人
は
、
い

ず
れ
も
今
津
後
浜
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
三
カ
月
在
番
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
肥
前
の
一
カ
月
あ
て
勤
仕
の
事
例
に
く
ら
べ
る
と
、
三
カ
月
と
い

う
の
は
重
い
負
担
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
薩
・
隅
・
日
の
三
カ
国
は
遠
国
で
あ
る
か
ら
、
交
通
の
点
、
そ
れ
北
と
も
な
う
諸
負
担
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
一
年
内

に
ま
と
め
て
三
カ
月
勤
仕
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
O

大
隅
の
警
固
番
役
、
す
な
わ
ち
石
英
地
造
成
の
指
揮
統
轄
は
、
同
国
守
護
が
行
っ
た
。
こ
れ
は
前
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
番
役
の
勤
務
完
了
証
明
書
、
い
わ
ゆ
る
覆
勘

状
の
残
存
に
よ
っ
て
明
ら
め
ら
れ
る
。
表
で
は
、
1
か
ら
7
ま
で
の
弘
安
五
年
か
ら
正
応
四
年
ま
で
、
千
葉
宗
胤
が
大
隅
守
護
で
あ
る
。
千
葉
氏
は
下
総
を
本
拠
と
す
る



大
雄
族
で
、
元
冠
を
機
と
し
て
肥
前
で
在
地
領
主
化
す
る
0
8
以
下
は
北
条
氏
一
門
の
北
条
時
直
で
あ
る
。
佐
藤
進
一
氏
は
、
時
直
が
大
隅
守
護
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
．

を
、
祢
寝
文
書
四
に
よ
っ
て
永
仁
三
年
八
月
二
日
か
ら
と
さ
れ
た
が
（
『
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
一
七
四
頁
）
、
こ
れ
は
、
そ
の
原
木
で
あ
る
坂
口
忠
智
氏
所
蔵

文
書
に
よ
っ
て
（
前
表
所
載
－
永
仁
二
年
八
月
二
目
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
大
隅
守
護
の
千
葉
氏
か
ら
北
条
氏
一
門
へ
の
交
替
は
、
元
定
を
機
と
す
る
北
条
氏
の

守
護
職
占
取
の
事
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

太
宰
府
神
社
文
書
弘
安
七
年
三
月
十
一
日
安
楽
寺
留
守
法
橋
あ
て
少
弐
経
費
書
状
に
よ
る
と
、
千
某
氏
は
今
津
に
地
頭
職
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
O
同
文
書

に
よ
れ
ば
、
安
楽
吉
留
守
所
は
、
今
津
地
頭
千
葉
太
郎
（
宗
胤
で
あ
ろ
う
）
の
代
官
が
吉
祥
院
御
八
請
来
勝
載
船
具
等
を
押
し
取
る
こ
と
を
少
弐
経
費
に
訴
え
、
経
費
は

千
葉
宗
胤
に
船
具
等
の
返
却
を
命
じ
て
い
る
。
千
葉
氏
は
、
次
に
い
う
よ
う
に
、
大
隅
守
護
と
し
て
大
隅
国
の
負
担
で
あ
っ
た
今
津
地
区
の
防
塁
造
成
を
監
督
す
る
た
め
、

そ
の
守
護
領
と
し
て
今
津
に
地
頭
職
を
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

島
津
家
文
書
貞
治
二
年
四
月
の
島
津
氏
所
領
注
文
に
、
大
隅
固
守
護
職
井
守
護
領
と
し
て
「
筑
前
国
今
津
村
同
守
護
領
」
が
あ
り
、
今
津
村
は
同
年
卯
月
十
日
、
貢
久
か

ら
氏
久
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
島
津
貞
久
は
建
武
政
権
下
で
大
隅
守
護
に
補
任
さ
れ
、
足
利
尊
氏
の
離
反
後
も
、
室
町
幕
府
か
ら
大
隅
守
護
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
隅
守
護
で
あ
っ
た
千
津
氏
が
今
津
に
地
頭
職
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
事
例
か
ら
推
測
し
て
、
守
護
領
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
島
津
氏
の
今
津
佃
有
も
、

大
隅
守
護
千
某
氏
お
よ
び
そ
の
あ
と
の
大
隅
守
護
北
条
氏
を
経
て
、
大
隅
守
護
の
守
護
領
と
し
て
領
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
公
算
が
大
き
い
0

4
　
日
向
　
の
　
元
逼
関
係
史
料

宮
崎
県
立
博
物
館
に
は
松
平
家
本
の
蒙
古
襲
来
絵
詞
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
文
献
の
方
で
は
、
県
内
外
を
と
わ
ず
、
日
向
関
係
の
確
か
な
元
定
史
料
は
皆

無
の
状
態
に
等
し
い
。
今
津
地
区
防
塁
が
大
隅
・
日
向
の
共
同
負
担
で
あ
り
、
大
隅
の
方
は
史
料
的
に
或
る
程
度
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
の
に
、
口
向
の
方
は
、
広
義
の
元
冠

史
料
に
さ
え
め
ぐ
ま
れ
な
い
状
態
で
あ
る
O
現
在
知
り
得
る
限
り
で
、
日
向
の
元
冠
関
係
事
蹟
を
み
、
「
文
献
か
ら
み
た
今
津
元
電
防
塁
」
と
い
う
主
題
に
迫
る
基
礎
作

業
の
一
つ
と
し
て
お
き
た
い
。

㈲
『
日
向
国
史
』
上
巻
六
三
二
貢
は
日
向
記
に
よ
っ
て
、
元
冠
と
伊
東
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
文
永
十
一
年
、
彼
の
元
冠
の
変
あ
る
や
、
祐
頼
（
伊
東
氏
二
代
祐
光

の
代
官
と
し
て
日
向
を
管
す
、
の
ち
伊
東
氏
三
代
と
な
る
1
川
添
1
）
諸
将
士
と
共
に
之
に
赴
き
、
軍
功
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
O
伊
東
氏
は
伊
豆
国
工
藤
氏
が
同
国
伊

藤
を
領
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
伊
藤
（
東
）
を
名
乗
っ
た
も
の
で
、
東
国
御
家
人
と
し
て
九
州
に
土
着
し
た
も
の
で
あ
る
O
　
『
口
向
国
史
』
は
建
久
元
年
正
月
、
祐
経

が
日
向
に
地
頭
職
を
得
た
と
し
て
（
上
巻
六
二
五
貢
）
、
図
田
帳
に
み
え
る
臼
杵
郡
内
県
圧
百
三
十
丁
田
島
圧
九
十
丁
の
「
地
頭
故
釉
藤
原
左
衛
門
尉
不
知
実
名
」
を
伊
東

2



■

祐
時
に
あ
て
（
六
〇
五
貢
）
て
い
る
が
、
同
人
が
伊
東
氏
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
。
こ
れ
は
『
日
向
記
』
所
収
伊
東
文
書
建
久
元
年
正
月
二
十
六
日
工
藤
祐
経
あ
て

滅
頼
朝
の
日
向
国
地
頭
職
宛
行
下
文
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
O
な
お
、
同
記
は
建
久
元
年
六
月
二
十
九
日
の
同
内
容
の
頼
朝
下
文
を
収
め
て
い
る
が
、
は
た

し
て
信
頼
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

大
光
寺
文
書
に
は
永
仁
六
年
十
月
二
十
八
日
伊
東
祐
教
売
券
が
あ
っ
て
（
『
日
向
古
文
書
集
成
』
三
二
貝
）
、
こ
れ
以
前
に
伊
東
氏
が
日
向
国
内
に
所
保
を
有
し
て
い

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
相
良
家
文
書
正
和
二
年
八
月
四
日
鎮
西
下
知
状
に
は
伊
藤
藤
内
左
衛
門
尉
祐
広
が
使
節
公
事
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
み
え
、
日
向
国
内
の
在

地
租
家
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
祐
広
は
先
の
祐
額
の
子
で
あ
り
、
祐
嶺
は
祐
時
の
八
男
と
伝
え
、
諸
県
圧
内
木
脇
（
或
い
は
絹
分
）
を
本
領
と
し

て
木
脇
殿
と
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
『
日
向
記
』
）
。
祐
額
が
元
完
の
折
九
州
に
下
向
し
て
合
戦
に
参
加
し
た
と
い
う
『
日
向
国
史
』
の
説
は
、
或
い
は
あ
た
っ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
存
史
料
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
。

②
　
官
崎
市
旭
通
町
郡
司
信
介
氏
は
郡
司
氏
の
系
図
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
中
に
言
明
の
子
宣
景
に
つ
い
て

弘
安
四
年
異
賊
襲
来
於
肥
前
麿
鴫
打
死
、
生
年
廿
三
歳
、
仇
勲
功
人
数
入
有
御
沙
汰
所
也

と
伝
え
て
い
る
（
五
味
克
夫
氏
「
日
向
国
那
珂
郡
司
に
つ
い
て
」
菅
史
学
－
三
三
号
参
照
）
。
所
伝
に
信
が
お
け
る
な
ら
ば
、
弘
安
四
年
の
肥
前
鷹
鴫
の
残
敵
掃
滅
戦

に
■
史
料
を
加
え
る
わ
け
で
あ
り
、
日
向
の
武
士
が
元
窺
合
戦
に
参
加
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
（
或
い
は
脆
二
の
）
史
料
と
な
る
。
郡
司
氏
は
日
向
に
繁
延
し
た
豪
族

日
下
部
氏
の
■
族
で
、
実
盛
を
祖
と
す
る
O
郡
司
系
図
に
よ
れ
ば
、
宣
景
は
実
盛
の
空
言
盛
の
系
譜
を
ひ
く
。

㈲
日
向
国
の
元
窺
「
関
係
」
の
確
か
な
史
料
と
し
て
は
、
『
日
向
国
史
』
上
巻
六
二
■
1
六
二
二
貢
所
引
の
島
津
文
書
正
安
三
年
十
二
月
二
十
四
日
関
東
寄
進
状
だ

け
で
あ
る
。
同
文
書
は
尾
藤
左
衛
門
尉
時
綱
の
所
領
日
向
国
臼
杵
郡
田
貰
田
を
異
国
降
伏
の
た
め
に
正
八
幡
宮
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
（
同
日
付
の
関
東
寄
進
状
が
島

津
文
書
に
も
あ
る
）
O
こ
れ
と
て
も
元
窺
そ
の
も
の
の
直
接
史
料
で
は
な
く
、
元
完
を
機
と
す
る
戦
後
の
国
内
緊
張
を
示
す
い
わ
ば
関
連
史
料
で
あ
る
O
尾
藤
時
綱
は
『

日
向
国
史
』
が
い
う
よ
う
に
土
持
氏
で
は
な
く
、
北
条
氏
勧
内
人
（
得
宗
被
官
）
の
尾
藤
氏
で
あ
ろ
う
O
尊
卑
分
服
の
藤
原
秀
郷
流
が
伝
え
る
景
額
の
子
時
景
は
時
綱
を

改
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
尾
藤
時
景
に
あ
た
る
の
で
は
遜
る
ま
い
か
O

2
8
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Ⅰ
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⊥
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ち
な
み
に
、
九
州
に
は
御
内
人
尾
藤
氏
の
所
徹
と
し
て
、
尾
藤
六
郎
左
衛
門
尉
の
所
領
が
筑
前
国
嘉
麻
郡
下
山
出
四
十
町
と
し
て
あ
り
（
相
良
家
父
習
貞
和
六
年
十
月

二
十
五
日
足
利
直
冬
安
堵
状
）
、
同
人
は
右
系
図
中
の
六
郎
左
衛
門
頼
氏
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
日
向
関
係
の
元
完
関
係
史
料
は
以
上
の
三
倒
し
か
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
将
来
、
今
津
地
区
の
防
塁
（
或
い
は
警
固
番
役
）
関
係
の
史
料
が
発
見
さ
れ

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
報
告
の
筆
を
お
く
。

い

わ

ゆ

る

七
　
所
謂
「
蒙
古
碇
石
」
　
の
発
見

－

　

志

賀

島

、

唐

泊

の

新

例

1

（
川
添
昭
二
）

l

博
多
湾
海
中
よ
り
中
央
に
枠
帯
の
あ
る
扁
平
方
柱
状
の
石
材
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
古
く
か
ら
「
蒙
古
碇
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
四
年
刊
行
さ

れ
た
山
田
安
栄
の
名
著
『
伏
敵
編
』
巻
ノ
四
に
「
蒙
古
碇
図
」
を
あ
げ
・
福
岡
市
博
多
中
島
町
服
部
太
三
郎
（
旅
亭
京
屋
上
号
ス
）
旧
蔵
な
ら
び
に
社
家
町
椎
田
神
社
の

城
中
に
あ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。

昭
和
年
代
に
入
っ
て
内
務
省
の
博
多
湾
修
築
工
事
中
に
、
バ
ケ
ッ
ト
俊
深
船
に
よ
っ
て
碇
石
が
海
中
よ
り
実
際
に
発
見
さ
れ
た
。
昭
和
六
年
よ
り
八
年
に
至
る
間
に
五

個
、
そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
に
一
個
発
見
さ
れ
、
現
在
箱
崎
八
幡
宮
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
別
表
に
記
す
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
、
川
上
市
太
郎
氏
は
『
元
完
史
蹟
』
地
之
巻
を
刊
行
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ま
と
め
て
「
蒙
古
軍
船
碇
石
」
と
し
て
の
べ
て
い
る
。
昭
和
初
年
代
の
博
多

湾
海
中
発
見
の
も
の
の
外
、
す
で
に
古
く
か
ら
福
岡
市
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
十
二
例
、
肥
前
東
松
浦
沿
岸
海
中
よ
り
引
揚
げ
た
も
の
三
例
、
壱
岐
の
発
見
例
二
例

を
紹
介
し
た
O
こ
れ
ら
は
凝
灰
岩
、
花
崗
岩
、
石
英
斑
岩
よ
り
な
り
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
当
時
の
港
に
ち
か
い
と
こ
ろ
で
石
材
が
き
り
出
さ
れ
、
こ
の
石
に
木
枠
を
と
り

っ
け
碇
石
に
し
た
も
の
で
、
文
永
の
役
に
蒙
古
軍
船
の
使
用
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2

昭
和
初
年
の
碇
石
の
発
見
地
点
は
、
現
在
、
博
多
港
の
中
央
埠
頭
の
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
・
中
世
の
博
多
の
地
形
か
ら
み
る
と
所
謂
、
袖
の
湊
の
港
口
よ
り
約
九
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町
よ
り
十
町
は
な
れ
た
地
点
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
、
福
岡
市
の
沖
合
に
あ
る
志
賀
島
の
東
南
海
中
で
、
ま
た
昭
和
四
十
三
年
、
唐
泊
の
砂
浜
よ
り
も
発
見
さ
れ
、
博

多
湾
に
ひ
ろ
く
埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
O
壱
岐
や
東
松
浦
半
島
に
も
あ
る
こ
と
は
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
長
崎
県
五
島
の
小
値
賀
島
発

見
の
も
の
も
、
現
地
で
は
「
遣
唐
使
船
の
碇
石
」
と
称
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
類
の
も
の
で
あ
る
O
い
ま
近
出
の
博
多
湾
の
資
料
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

1
　
福
岡
県
柏
屋
郡
志
賀
島
町
蒙
古
塚
沖
合

「
漠
委
奴
国
王
」
印
発
見
記
念
碑
の
東
北
に
蒙
古
塚
が
あ
る
O
昭
和
三
十
六
年
こ
の
蒙
古
塚
の
東
南
一
〇
〇
m
の
海
中
を
、
板
付
駐
在
の
米
軍
人
が
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
し

て
い
た
と
こ
ろ
発
見
し
た
も
の
で
、
現
在
、
福
岡
市
呉
服
町
の
日
本
航
空
支
店
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
二
個
と
も
凝
灰
質
砂
岩
製
の
小
形
品
で
あ
る
〇
二
個
は
九
八
・
〇

讐
二
七
・
〇
毎
を
は
か
り
、
他
の
一
個
は
八
八
。
〇
㌢
二
一
・
〇
毎
を
は
か
る
0

2
　
福
間
市
宮
の
浦
、
唐
泊
、
小
フ
ケ
、
後
浜
海
岸

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
、
唐
泊
漁
業
協
同
組
合
員
、
寺
田
文
七
、
柴
田
些
、
板
谷
千
道
民
が
、
後
浜
海
岸
の
波
打
際
に
碇
石
二
個
の
み
え
か
く
れ
し
て
い
る
の
を
発

見
し
た
。
後
浜
海
岸
の
沖
合
に
は
、
水
深
六
m
の
地
点
に
さ
ら
に
一
個
埋
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
後
浜
海
岸
発
見
品
は
、
石
英
斑
岩
、
長
さ
二
・
二
四
m

二
二
七
・
〇
短
を
は
か
り
中
央
に
枠
帯
の
あ
る
典
型
的
な
も
の
で
－
現
在
、
福
岡
市
中
央
公
民
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

3

福
岡
市
唐
泊
発
見
の
碇
石
は
長
さ
が
二
二
四
m
で
あ
る
。
こ
れ
に
近
い
長
さ
を
有
す
る
も
の
は
別
表
番
号
の
②
二
・
二
二
m
、
哩
一
・
一
八
m
、
個
二
・
二
六
m
、

轡
一
・
－
七
m
な
ど
が
あ
り
、
中
国
の
宋
尺
（
一
尺
＝
≡
・
六
禁
に
な
お
す
と
、
約
七
尺
に
あ
た
る
。
形
は
角
柱
形
、
中
央
が
あ
っ
く
両
端
が
や
や
せ
ま
く
な
り
、

全
体
の
中
央
部
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
、
広
面
に
広
く
浅
い
帯
状
に
、
狭
面
に
は
狭
く
深
い
溝
状
に
は
り
く
ぼ
ん
で
い
る
。
川
上
市
太
郎
氏
は
前
者
を
「
枠
帯
」
、
後
者
を

「
楔
溝
」
と
名
づ
け
、
こ
の
碇
石
に
木
枠
を
つ
け
、
「
楔
溝
」
の
と
こ
ろ
で
木
楔
で
と
め
た
と
し
て
、
二
形
式
の
復
元
図
を
あ
げ
て
い
る
O

こ
の
「
蒙
古
碇
石
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
、
そ
の
形
状
や
海
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
「
碇
石
」
と
推
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
に
の
べ
た
通
り
で

あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
作
品
で
あ
る
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
中
の
蒙
古
軍
船
に
、
同
形
の
碇
石
の
か
か
れ
て
い
る
こ
と
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
絵
巻
は
肥
後

国
の
御
家
人
、
竹
崎
季
長
が
文
永
・
弘
安
の
役
両
度
の
合
戦
に
お
け
る
殊
勲
を
た
て
た
経
緯
を
絵
師
に
画
か
せ
た
も
の
で
、
長
く
天
草
の
大
矢
野
家
に
伝
わ
り
、
現
在
は

御
物
と
な
っ
て
い
る
。
絵
詞
は
す
で
に
錯
簡
、
逸
脱
し
た
部
分
が
あ
り
、
両
度
の
役
の
経
過
を
あ
わ
せ
考
え
な
が
ら
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
ま
『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
　
（
角
川
版
）
の
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
に
よ
る
と
P
L
・
∽
㌫
「
季
長
及
び
大
矢
野
兄
弟
の
奮
戦
」
（
Ⅵ
）
、
P
L
・
票
の
「
敵
船
」
（
Ⅶ
）
、
「
散

0
0
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船
の
防
戦
」
（
Ⅶ
）
、
P
L
・
の
∞
「
碇
船
中
の
敵
船
」
（
Ⅸ
）
に
「
蒙
古
軍
船
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
大
形
船
六
隻
、
小
舟
二
隻
が
み
と
め
ら
れ
る
。
大
形
船
は
、
そ
の
前

後
が
高
く
な
り
、
後
部
は
棚
状
に
な
っ
て
い
る
。
両
側
に
窓
が
あ
る
の
は
、
水
手
が
櫓
を
漕
ぐ
た
め
の
も
の
で
あ
る
O
帆
・
帆
柱
の
形
状
が
く
わ
し
く
う
つ
さ
れ
て
い
な

い
が
、
船
の
形
式
は
、
明
、
胡
宗
憲
（
鄭
若
曽
）
の
著
し
た
『
竃
海
図
編
』
中
に
み
え
る
新
会
埠
東
莞
県
な
ど
の
大
船
（
海
賊
船
）
の
図
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
「
碇

泊
中
の
敵
船
」
　
（
Ⅸ
）
の
一
隻
の
船
首
に
は
あ
き
ら
か
に
木
枠
で
と
め
た
碇
石
が
あ
り
、
細
で
、
舶
先
の
棒
に
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ⅵ
、
Ⅶ
の
大
船
の
柚
先
に
は

鼻
輪
が
あ
る
。
こ
れ
は
碇
石
を
巻
揚
げ
る
も
の
で
あ
る
。

文
永
の
役
に
あ
た
り
、
元
は
至
元
十
一
年
二
二
七
四
年
）
高
麗
に
大
船
三
百
般
、
快
速
船
（
技
都
魯
軽
疾
舟
）
三
百
肢
、
汲
水
小
舟
三
百
般
計
九
百
般
を
造
る
べ
き

を
命
じ
、
こ
の
た
め
高
麗
は
半
年
の
問
に
こ
れ
を
完
成
し
、
ま
た
将
兵
八
千
、
梢
工
（
操
舵
手
）
、
水
手
六
千
八
百
人
を
用
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
弘
安
の
役
で
は

高
麗
の
負
担
し
た
戦
船
九
百
般
、
将
兵
一
万
人
、
水
手
一
万
五
千
人
を
数
え
、
こ
れ
は
「
東
路
軍
」
中
に
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
元
の
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
は
新
し
く
元
に

降
っ
た
南
宋
治
下
の
四
州
で
あ
る
揚
州
、
塙
州
、
湖
南
、
泉
州
に
戦
船
田
百
般
の
建
造
を
命
じ
、
末
の
降
将
、
氾
文
虎
に
田
本
征
討
を
命
じ
た
の
で
あ
る
O
氾
文
虎
は
大

都
（
北
京
）
に
至
り
、
フ
ビ
ラ
イ
の
諮
問
に
答
え
た
が
そ
の
中
に
・
戦
船
を
・
古
い
戦
船
の
な
か
か
ら
使
用
に
堪
え
る
も
の
を
選
び
出
す
べ
き
を
献
試
し
て
許
さ
れ
て
い

る
。
山
口
修
氏
は
こ
の
古
い
戦
船
を
末
の
時
代
造
ら
れ
た
戦
船
と
解
釈
さ
れ
た
が
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
百
般
が
江
南
軍
船
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
主
力
と
な
っ
た

こ
と
は
想
像
で
き
る
。

宋
代
の
船
舶
の
こ
と
に
つ
い
て
は
北
米
の
曽
公
亮
『
武
経
総
要
一
朱
或
の
『
秤
州
可
談
』
や
北
米
の
宣
和
五
年
（
二
二
三
年
）
高
麗
に
使
し
、
報
告
を
記
し
た
徐

顔
の
『
高
麗
図
経
』
、
南
米
の
呉
白
牧
『
夢
梁
録
』
な
ど
に
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
海
舶
の
大
き
な
も
の
は
数
百
人
、
小
さ
な
も
の
で
百
余
人
を
の
せ
、
舟
師
が

夜
は
星
、
昼
は
口
、
く
ら
や
み
の
時
は
指
南
針
（
羅
針
盤
）
を
用
い
て
航
海
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
中
で
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
の
は
北
宋
、
徐
茄
の
『
高
麗
図
経
』
拳
二
十
四
、
客
舟
の
記
事
で
あ
る
。
北
米
の
朝
廷
が
高
麗
に
位
を
遺
す
際
に
は
、
福
建
、
西
漸
監

司
に
委
嘱
し
て
客
舟
を
募
集
し
、
明
州
（
晰
江
省
章
披
）
で
装
飾
さ
せ
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
舟
は
長
さ
十
余
丈
（
三
〇
m
余
）
、
深
さ
三
文
（
九
・
五
m
）
、
幅
二

丈
五
尺
（
七
・
九
m
）
を
は
か
り
、
二
千
斜
の
粟
を
の
せ
る
。
木
造
船
で
、
上
は
平
た
く
、
下
は
尖
っ
て
波
を
切
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
た
O
全
体
を
三
分
し
て
前
の
一

会
に
竃
、
水
根
、
そ
の
下
に
兵
甲
宿
棚
が
あ
り
、
中
央
の
一
倉
は
四
室
を
つ
く
り
、
後
の
一
室
は
庵
屋
と
よ
ば
れ
、
高
さ
一
丈
余
、
窓
が
あ
り
、
あ
た
か
も
家
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
船
首
に
は
両
柱
中
に
車
輪
（
墟
櫨
）
が
あ
り
、
藤
索
を
ま
く
。
こ
れ
に
紆
石
を
つ
け
る
。
石
の
両
爽
に
二
本
鈎
を
も
っ
て
は
さ
ん
で
い
る
と
の
べ
て
い
る
O

こ
の
客
丹
（
客
船
）
は
、
末
代
の
代
表
的
な
船
舶
の
一
例
で
、
こ
れ
で
宋
と
高
麗
と
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
O
こ
の
形
状
は
先
に
の
べ
た
『
蒙
古
如
来
絵
詞
』
中
の
大
船

と
一
致
し
て
お
り
、
碇
石
や
巻
揚
用
の
車
輪
の
あ
る
こ
と
、
末
代
で
は
江
南
に
お
い
て
造
船
技
術
が
進
歩
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
の
で
あ
る
O

13
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蒙
古
襲
来
に
際
し
、
元
の
江
南
軍
の
船
舶
が
、
江
南
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
高
麗
で
製
作
さ
れ
た
大
船
も
広
い
海
洋
を
わ
た
る
宋
元
代
の
江
南

の
大
船
の
制
度
を
お
そ
っ
た
こ
と
は
み
と
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

明
末
、
書
か
れ
た
宋
応
星
の
『
天
工
開
初
』
　
（
薮
内
清
訳
、
平
凡
社
版
）
に
は
丹
車
の
製
作
に
関
す
る
二
唄
が
あ
る
。
碇
石
は
鉄
錨
に
な
っ
て
お
り
、
一
隻
の
程
船
に

は
総
計
五
、
六
個
の
錨
を
用
い
、
そ
の
最
も
大
き
い
も
の
は
重
さ
五
百
斤
（
三
〇
〇
毎
）
を
は
か
る
と
い
っ
て
い
る
O

文
献
か
ら
み
て
宋
代
、
少
く
も
元
代
に
ま
で
海
舶
大
船
も
碇
石
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
明
末
に
は
鉄
錨
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
明
代
に
鉄
の
生
産
が

飛
躍
的
に
伸
び
た
こ
と
も
一
つ
の
理
由
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
べ
て
来
た
大
陸
側
の
船
舶
に
対
し
て
日
本
側
か
ら
大
陸
に
わ
た
っ
た
舟
に
つ
い
て
み
る
と
、
古
代
で
は
遣
唐
使
の
船
が
あ
る
。
初
期
に
は
周
防
国
、
中
期
で

は
、
近
江
、
丹
波
、
播
磨
、
備
中
、
後
期
に
は
お
お
む
ね
安
芸
国
に
課
し
て
造
ら
し
め
た
が
二
隻
百
二
十
二
人
よ
り
百
六
十
人
位
が
の
っ
た
。
こ
の
道
唐
船
が
東
支
那

海
を
渡
る
に
半
月
よ
り
一
月
を
要
し
、
ま
た
暴
風
に
あ
っ
て
遭
難
し
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
宋
二
元
代
、
日
本
か
ら
の
渡
航
し
た
僧
侶
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
博
多
な

ど
に
入
港
し
た
宋
、
元
船
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
遺
唐
船
や
室
町
時
代
以
前
の
渡
航
日
本
船
の
形
式
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
充
分
に
明
ら
か
で
な
い
が
、
南
海
貿
易
と
と

も
に
急
激
に
発
達
し
た
中
国
江
南
の
海
舶
に
く
ら
べ
て
、
平
底
式
で
耐
波
性
が
よ
わ
く
、
構
造
的
に
も
お
く
れ
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
率
直
に
み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
O
こ
と
に
一
m
よ
り
二
m
に
わ
た
る
碇
石
を
つ
け
た
大
船
が
、
平
安
よ
り
鎌
倉
時
代
に
相
当
数
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
で
は
、
小
舟
に
う
ち
の
っ
て
大
船
に
た
ち
む
か
う
わ
が
国
の
将
兵
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
彼
我
の
船
舶
の
大
小
、
相
違
は
あ
ま
り
に
明
瞭
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
O

4

近
年
、
発
見
さ
れ
た
所
謂
「
蒙
古
碇
石
」
、
こ
と
に
志
賀
島
や
唐
泊
の
例
を
紹
介
し
て
、
こ
れ
ら
の
碇
石
が
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
に
実
際
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
末
代
の
文
献
に
み
る
海
舶
に
碇
石
、
暁
櫨
が
存
在
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
み
た
。
現
在
博
多
湾
そ
の
他
か
ら
発
見
さ
れ
た
碇
石
は
三
十
例
を
こ
え
、
こ
の
分
布
は
ほ
ぼ
蒙

古
襲
来
の
高
麗
（
東
路
）
、
江
南
軍
の
航
路
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
碇
石
は
軍
船
の
み
な
ら
ず
、
当
時
博
多
に
来
航
し
た
商
船
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
す

べ
て
を
蒙
古
襲
来
時
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
博
多
湾
に
こ
の
よ
う
に
多
数
埋
没
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
多
く
が
蒙
古
襲
来
の
時
の
も
の
と
す
る

公
算
の
き
わ
め
て
高
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
碇
石
が
実
際
に
何
処
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
今
後
問
題
は
の
こ
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
を
整
理
し
報
告
し
て
お
き
た
い
と
患
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
崎
　
敬
）
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八
、
お
　
わ
　
り
　
に

今
次
の
調
査
は
今
津
地
区
を
主
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
各
地
区
で
発
掘
調
査
を
行
い
、
幸
い
き
わ
め
て
重
要
な
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

1
　
今
津
地
区
の
元
冠
防
塁
は
、
東
は
毘
沙
門
山
、
西
は
相
子
岳
の
問
に
あ
る
砂
丘
に
、
約
三
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

2
　
西
の
相
子
岳
山
麓
に
接
す
る
部
分
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
東
の
毘
沙
門
山
に
接
す
る
部
分
は
、
こ
の
度
の
調
査
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
山
丘
の
傾
斜

を
茸
石
状
に
ぶ
い
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
字
名
が
「
門
戸
口
」
、
「
戸
口
」
と
称
す
る
こ
と
も
、
こ
こ
が
出
入
口
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

3
　
防
塁
は
、
上
面
（
天
）
　
が
完
全
に
の
こ
つ
て
い
る
も
の
が
少
い
が
、
Ⅱ
区
1
5
で
は
、
高
さ
二
・
八
三
m
を
は
か
り
、
約
三
m
の
高
さ
の
も
の
が
あ
り
、
底
面
幅

は
最
大
四
・
三
〇
m
、
最
小
二
・
七
〇
m
、
上
面
（
天
）
幅
最
大
二
・
六
〇
m
、
最
小
一
・
九
四
m
を
は
か
る
。
傾
斜
度
は
前
面
七
六
Ⅰ
八
六
度
、
後
面
七
〇
度
Ⅰ
八
〇

度
、
Ⅱ
区
1
6
区
は
生
の
桧
原
地
区
と
お
な
じ
く
後
面
は
砂
丘
を
利
用
し
、
礫
石
を
お
い
て
い
る
。

4
　
防
塁
は
前
面
が
後
面
よ
り
急
な
傾
斜
を
し
た
台
形
で
あ
る
。
前
面
、
後
面
、
内
部
も
と
も
に
石
の
上
に
石
を
つ
み
、
内
部
の
石
と
石
の
間
隙
に
は
砂
を
い
れ
、
粘

土
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
石
材
は
割
石
、
ま
た
は
自
然
石
で
特
に
構
築
の
た
め
の
加
工
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

5
　
石
材
は
花
崗
岩
類
（
G
r
a
n
i
t
e
s
）
、
変
成
岩
類
（
M
e
t
a
ロ
。
r
p
h
i
c
r
O
c
k
s
）
玄
武
岩
類
（
B
a
s
a
話
）
が
大
部
分
を
し
め
、
一
部
、
砂
岩
（
S
a
n
d
1
S
t
。
n
e
S
）
、
斑
岩

（
P
。
r
p
h
y
r
i
t
e
s
）
を
ま
じ
え
る
。
全
般
的
に
み
て
、
今
津
防
塁
の
西
半
分
は
花
崗
岩
類
が
多
く
、
東
半
分
は
変
成
岩
類
、
玄
武
岩
類
が
多
い
。
今
後
さ
ら
に
精
密
な
検
討

を
必
要
と
す
る
が
東
の
毘
沙
門
山
で
は
変
成
岩
類
、
玄
武
岩
類
を
出
し
、
西
の
津
舟
崎
に
は
花
崗
岩
類
を
出
す
の
で
、
石
材
の
多
く
は
砂
丘
の
両
側
の
こ
の
地
点
に
も
と

め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
石
材
の
中
に
は
カ
キ
、
オ
オ
ヘ
ビ
ガ
イ
な
ど
の
附
著
し
て
い
る
も
の
が
、
少
な
か
ら
ず
み
と
め
ら
れ
、
海
岸
に
あ
る
転
石
を
利
用
し
は

こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
O
石
築
地
（
防
塁
）
　
の
課
役
は
三
月
に
は
じ
ま
り
、
八
月
末
に
お
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
春
夏
の
時
期
、
水
中
に
と
び
こ

ん
で
石
を
と
り
、
筏
で
は
こ
ん
だ
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

6
　
原
則
的
に
い
え
ば
、
東
半
部
に
変
成
岩
類
、
玄
武
岩
類
、
西
半
部
に
花
崗
岩
類
の
多
い
の
で
あ
る
が
、
各
地
区
を
更
に
く
わ
し
く
み
る
と
西
半
部
の
Ⅱ
区
I
l
の

よ
う
に
花
崗
岩
、
変
成
岩
が
ほ
ぼ
畳
の
ひ
と
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
東
半
部
Ⅲ
区
l
1
あ
の
よ
う
に
、
花
崗
岩
類
が
変
成
岩
類
の
約
二
倍
に
ち
か
い
個
所
が
あ
る
（
T
a
b
－
e
．

豊
。
測
量
杭
必
五
〇
よ
り
必
七
三
の
問
で
は
西
よ
り
玄
武
岩
（
一
二
〇
・
三
m
）
、
花
崗
岩
（
三
七
・
五
m
）
、
玄
武
岩
（
四
〇
．
〇
m
）
、
花
崗
岩
（
一
八
・
三
m
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．

）
へ
玄
武
岩
（
一
五
二
m
）
、
花
崗
岩
（
八
．
〇
m
）
、
玄
武
岩
（
一
二
五
・
七
豊
、
花
崗
岩
（
四
四
・
六
m
）
、
玄
武
岩
（
四
二
・
四
m
）
、
花
崗
岩
（
一
〇

・
二
豊
が
交
互
に
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
は
在
自
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
（
T
a
b
｝
e
．
N
）

7
古
文
献
に
よ
れ
ば
、
大
隅
、
日
向
の
二
カ
国
が
今
津
後
浜
を
警
固
す
る
定
め
で
あ
り
、
警
固
番
役
は
石
築
地
役
と
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
二
国
が
今
津
地
区
の
防

塁
を
負
担
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
薩
藩
旧
記
』
雑
録
前
編
巻
七
に
は
調
所
祐
恒
伝
ふ
る
と
こ
ろ
の
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
八
月
日
石
築
地
役
配
符
案
を
収
め
て
い

る
。
相
田
二
郎
氏
の
い
う
よ
う
に
拾
芥
抄
に
準
拠
す
れ
ば
、
大
隅
は
日
向
に
対
し
て
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
比
率
に
な
る
。
ま
た
大
隅
国
内
の
負
担
者
の
名
称
を
記

し
、
石
築
地
役
の
負
担
の
割
合
が
段
（
反
）
別
一
寸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

先
に
の
べ
た
花
崗
岩
、
玄
武
岩
を
交
互
に
く
り
か
え
し
、
ま
た
そ
の
長
さ
に
差
の
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
負
担
者
の
区
域
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

8
生
の
桧
原
地
区
で
は
、
九
大
分
院
裏
の
防
塁
の
ほ
ぼ
中
央
よ
り
石
材
は
東
へ
砂
岩
、
西
へ
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
に
ほ
ぼ
わ
か
れ
て
い
た
。
こ
の
地
区
を
境
に
し
て
東
は

肥
前
、
西
は
肥
後
の
負
担
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
、
警
固
番
役
に
あ
た
っ
た
と
す
る
可
能
性
が
つ
よ
い
。
今
津
地
区
の
日
向
、
大
隅
の
分
担
は
ど
ち
ら
が
東
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
は
混
成
し
て
構
築
を
行
っ
た
か
い
ま
の
と
こ
ろ
決
定
す
べ
き
材
料
が
な
く
、
今
後
の
研
究
に
ま
つ
こ
と
に
し
た
い
。

9
三
短
に
及
ぶ
防
塁
は
ほ
ぼ
台
形
の
も
の
の
連
続
で
、
そ
の
間
、
望
楼
も
し
く
は
門
戸
ら
し
き
も
の
を
今
の
と
こ
ろ
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
防
塁
に
付

属
す
る
将
兵
の
住
居
址
も
い
ま
の
と
こ
ろ
明
瞭
で
な
い
が
、
Ⅳ
区
上
の
南
に
あ
る
砂
採
取
場
で
は
宋
龍
泉
窯
陶
磁
と
と
も
に
中
世
の
瓦
器
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
瓦
器
は
周
防
国
街
な
ど
の
出
土
例
か
ら
考
え
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
元
完
前
後
の
人
々
の
生
活
、
あ
る
い
は
当
時
の
将
兵
の
生
活
を
想

定
す
る
に
た
る
資
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
O

l

O
建
治
二
年
（
一
二
七
六
年
）
に
防
塁
が
構
築
さ
れ
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
年
）
に
蒙
古
襲
来
を
む
か
え
た
が
、
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
修
補
が
行
わ
れ
、

室
町
時
代
に
な
っ
て
も
つ
づ
き
、
修
理
記
事
の
下
限
は
康
永
元
年
（
一
三
四
二
年
）
で
あ
る
。
こ
の
後
し
だ
い
に
忘
れ
ら
れ
、
し
だ
い
に
砂
中
に
埋
れ
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
防
塁
の
前
面
に
は
風
成
の
砂
層
が
た
ま
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
覆
い
、
自
然
の
防
砂
堤
を
な
す
に
至
っ
た
。
香
椎
、
箱
崎
、
博
多
部
の
防
塁
が
全
く
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
現
在
、
生
の
桧
原
と
と
も
に
、
も
っ
と
も
よ
く
保
存
せ
ら
れ
た
元
窺
防
塁
と
し
て
歴
史
の
遺
産
を
眼
の
あ
た
り
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ⅱ
ト
レ
ン
チ
の
大
部
分
は
再
び
埋
戻
し
た
が
、
Ⅲ
区
Ⅰ
一
二
～
二
〇
の
一
部
は
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
急
激
な
開
発
に
と
も
な
い
、
元
完
防
塁
も

随
所
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
各
位
の
協
力
を
得
て
、
日
本
史
の
み
な
ら
ず
、
世
界
史
上
か
ら
み
て
も
重
要
な
こ
の
史
跡
の
保
存
を
ね
が
う
も
の
で
あ
る
。
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付

　

表

　

　

2

中

　

世

　

今

　

津

　

年

　

表

年

事

項

＿

嘉
応
二
　
（
一
一
七
〇
）
年
　
五
月

仲
原
氏
女
、
今
津
に
誓
願
寺
を
建
立
す
る
こ
と
を
発
願
す

誓
願
寺
創
建
縁
起

承
安
一
（
一
一
七
一
）
年
一
〇
月

仲
原
氏
女
、
弥
陀
の
素
木
を
今
津
誓
願
寺
に
寄
進
す

承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
　
三
月
一
八
日

今
津
誓
顧
寺
仏
像
斧
始
め

五
月
　
三
日

今
津
誓
醸
寺
仏
像
の
後
光
に
、
仲
原
氏
女
・
僧
寛
智
両
檀
那
の
姓
名
を
彫
付
く

五
月
二
八
日

今
津
誓
顧
寺
の
仏
像
成
る

承
安
四
（
一
一
七
四
）
年
　
八
月
二
四
日

今
津
誓
顧
寺
堂
始
め

安
元
一
二
一
七
五
）
年
一
〇
月
二
三
日

今
津
誓
願
寺
本
堂
供
養
、
唐
本
大
般
若
経
六
百
巻
開
題

一
〇
月
二
五
日

栄
西
、
「
今
津
誓
願
寺
創
建
縁
起
」
を
草
す

安
元
二
　
（
一
一
七
六
）
年
　
八
月

こ
の
頃
以
後
、
栄
西
、
今
津
誓
願
寺
大
泉
坊
に
住
す

孟
蘭
盆
一
品
経
縁
起

安
元
三
　
（
一
一
七
七
）
年
　
六
月
一
五
日

栄
西
、
今
津
誓
敢
寺
僧
房
に
お
い
て
「
教
時
義
勘
文
」
に
奥
書
を
す

〔
参
考
〕
　
年
月
日
未
詳

宋
の
名
医
、
今
津
に
着
す

源
平
盛
衰
記
　
巻
十
一

治
承
二
　
（
一
一
七
八
）
年
　
七
月
一
五
日

栄
西
「
今
津
誓
廠
寺
孟
蘭
盆
一
品
経
縁
起
」
を
草
す

同

　

　

　

縁

　

　

　

起



一
〇
月
一
五
日

栄
西
、
今
津
誓
願
寺
に
て
「
法
華
経
入
真
言
門
決
」
を
著
す

寿
永
一
（
一
一
八
三
）
年
一
二
月

栄
西
、
今
津
誓
願
寺
に
て
「
往
生
講
私
記
」
を
吉
写
す

元
暦
二
　
（
二
八
五
）
年
　
二
月
一
四
日

栄
西
、
今
津
誓
願
寺
に
て
「
観
普
里
経
」
を
事
写
す

年
　
月
　
日
　
未
　
詳

俊
乗
房
重
裾
、
大
仏
な
ら
び
に
丈
六
仏
像
を
修
復
す
、
中
に
鎮
西
今
津
一
休
あ
り

南
無
阿
弥
陀
仏
作
出
刃

．

・

1

一

・

－

．

、

建
久
三
　
（
一
一
九
二
）
年
一
二
月

栄
西
（
か
）
、
今
津
誓
頼
寺
に
て
「
法
華
経
」
を
苦
写
す

嘉
禄
二
　
二
二
二
六
）
年
　
九
月
一
五
日

仁
和
寺
宮
入
遺
助
親
王
庁
、
家
住
の
申
請
に
任
せ
、
惰
土
庄
鋲
守
今
津
宮
に
大
般
若
経
免
田
、
荒
田
六
町

を
宛
行
う

文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
　
九
月
一
九
日

梢
良
桝
、
今
津
に
到
り
、
た
だ
ち
に
京
机
に
入
り
て
国
吉
を
寿
ら
ん
と
す

五
代
帝
土
物
語
、
高
－
血
用

E
l
己
ヽ
　
上
1
Ⅰ
冗
己

／

コ

　

　

ロ

　

　

　

　

ー

下

心

ル

土

　

田

建
治
二
　
（
一
二
七
六
）
年
　
八
月

日
向
大
隅
両
国
を
負
担
国
と
し
て
、
今
津
地
区
の
石
築
地
造
成
さ
る

崗
藩
旧
高
雄
録
前
編
寮
有

弘
安
一
（
一
二
七
八
）
年
　
七
月
二
二
日

仁
和
寺
宮
入
遺
二
品
親
王
庁
、
惜
土
庄
未
武
名
内
田
地
二
町
を
今
津
誓
願
寺
三
重
宝
塔
に
寄
進
す

弘
安
五
　
（
一
二
八
二
）
年
一
一
月
　
四
日

大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
定
規
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

坂
口
思
円
氏
所
歳
文
書

弘
安
六
（
一
二
八
三
）
年
一
〇
月
二
二
日

大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
定
親
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

弘
安
七
（
一
二
八
四
）
年
　
三
月
二
日

安
楽
寺
留
守
所
、
今
津
地
頭
千
葉
太
郎
の
代
官
の
吉
祥
院
八
精
米
勝
減
船
を
押
し
取
る
こ
と
を
、
太
宰
少

弐
経
資
に
訴
う

太
宰
府
神
社
又
惜

弘
安
七
（
一
二
八
四
）
年
　
五
月
一
二
日

大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
定
親
の
今
津
後
浜
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完
了
を

証
す

坂
口
忠
出
氏
所
成
文
雷

弘
安
七
年
一
一
月
～
弘
安
八
年
一
一
月

大
隅
、
日
向
両
国
の
警
固
役
所
今
津
後
浜
は
、
先
に
こ
れ
を
除
き
し
も
、
要
海
た
る
に
よ
り
、
元
の
如
く

警
固
す

近
　
衛
　
宣
　
本
　
追
　
加

－
弘
安
九
（
三
八
六
）
年
八
月
三
〇
日

大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
定
規
代
官
治
部
扇
了
親
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤

務
の
完
了
を
証
す

坂
口
忠
習
氏
所
蔵
文
習

や



．
一

や
正
応
一
（
一
二
八
八
）
年
　
八
月
一
日

大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
定
説
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

正
応
四
（
一
二
八
一
）
年
　
九
月
　
三
日

大
隅
守
護
千
葉
宗
胤
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
定
親
代
官
治
部
房
了
親
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤

務
の
完
了
を
証
す

正
応
五
（
一
二
九
二
〕
年
一
二
月
二
四
日

大
友
親
時
、
恰
土
庄
今
津
誓
敢
寺
院
主
職
を
同
寺
衆
徒
に
安
堵
す

大
　
泉
　
坊
　
文
　
書

永
仁
二
　
（
一
二
九
四
）
年
　
八
月
　
二
日

－

－
－

．

大
隅
守
護
北
条
時
直
、
大
隅
の
御
家
人
伊
佐
敷
阿
古
次
郎
代
官
二
郎
三
郎
の
今
津
後
浜
に
お
け
る
異
国
警

固
番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

坂
口
忠
智
氏
所
蔵
文
書

（
年
未
詳
）
　
　
　
　
　
　
八
月
　
六
日

為
活
、
田
所
某
に
あ
て
、
本
年
の
今
津
に
お
け
る
異
国
挙
国
番
役
を
免
除
せ
ら
れ
し
こ
と
を
伝
う

永
仁
四
（
一
二
九
六
）
年
　
九
月
　
七
日

定
時
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
阿
古
二
郎
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

永
仁
五
（
一
二
九
七
）
年
　
八
月
　
四
日

大
隅
守
護
北
条
時
直
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
阿
古
二
郎
の
今
津
後
浜
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完

了
を
証
す

正
安
一
（
一
二
九
九
）
年
一
一
月
　
八
日

大
隅
守
護
北
条
時
直
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
信
親
代
官
兵
衛
四
郎
忠
弘
の
今
津
後
浜
に
お
け
る
異
国
警
固

番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

正
安
二
　
二
三
〇
〇
）
年
間
七
月
二
六
日

大
隅
守
護
北
条
時
直
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
信
親
代
官
兵
衛
四
郎
忠
弘
の
今
津
後
浜
に
お
け
る
異
国
警
番

役
勤
務
の
完
了
を
証
す

正
安
三
（
一
三
〇
一
）
年
ⅵ
七
月
二
五
日

大
隅
守
護
北
条
時
直
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
信
親
代
官
兵
衛
四
郎
忠
弘
の
今
津
後
浜
に
お
け
る
異
国
警
固

番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

嘉
元
三
（
一
三
〇
五
）
年
閏
一
二
月
二
九
日

為
尚
、
大
隅
の
御
家
人
佐
多
信
親
の
今
津
に
お
け
る
異
国
警
固
番
役
勤
務
の
完
了
を
証
す

延
慶
四
（
一
三
一
一
）
年
　
五
月

霜
既
報
繊
細
㌔
鰯
畿
配
鎧
抱
批
捕
獲
用
宗
諸
に
関
す
る
相
論
に
つ
い
て
三
雲
法
門
－
広
瀬
正
雄
氏
所
蔵
文
書

今
津
住
人
尼
光
阿
、
重
ね
て
裁
許
を
蒙
ら
ん
こ
と
を
言
上
す

応
長
一
（
一
三
一
一
）
年
　
六
月
一
二
日

中
務
丞
宗
兼
、
今
津
勝
福
寺
並
び
に
末
寺
別
院
内
の
殺
生
を
禁
ず

勝
　
福
　
寺
　
文
　
書

建
武
一
（
一
三
三
四
）
年
　
六
月
二
五
日

兵
衛
尉
惟
兼
、
情
土
方
．
志
摩
万
両
政
所
を
し
て
、
今
津
誓
顧
寺
雑
掌
光
心
の
訴
え
に
よ
り
、
同
寺
塔
免

田
末
武
名
内
田
地
五
町
を
同
寺
に
沙
汰
さ
す

大
　
泉
　
坊
　
文
　
書



建
武
二
　
（
一
三
三
五
）
年
　
七
月
　
七
日

僧
幸
増
、
今
津
勝
福
寺
住
持
職
寺
田
等
を
進
攻
侍
者
に
譲
与
す

勝
　
福
　
寺
　
文
　
書

建
武
三
　
（
一
三
三
六
）
年
　
四
月
一
三
日

某
、
今
津
勝
福
苛
々
領
の
勘
料
を
免
ず

四
月
二
〇
日

僧
取
壱
、
今
津
誓
原
寺
領
今
津
嶽
野
四
至
堺
を
安
堵
す

大
　
泉
　
坊
　
文
　
書

六
月
二
〇
日

義
継
、
恰
土
庄
友
永
方
金
丸
内
今
津
桧
原
新
関
田
畠
山
野
を
勝
福
寺
に
寄
進
す

勝
　
福
　
寺
　
文
　
書

建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
一
月
二
〇
日

僧
取
壱
、
情
土
庄
六
郎
丸
分
目
名
主
尼
明
信
と
同
庄
今
津
住
人
彦
三
郎
顧
綱
の
中
池
田
三
段
に
関
す
る
相

論
を
裁
し
、
明
信
に
知
行
せ
し
む

広
瀬
正
雄
氏
所
蔵
文
書

一
一
月
一
八
日

恰
取
壱
、
恰
土
庄
六
郎
丸
分
目
領
主
明
信
と
今
津
住
人
彦
三
郎
頼
綱
の
田
地
一
町
五
段
半
な
ら
び
に
畠
地

等
に
関
す
る
相
論
を
裁
し
、
明
信
に
知
行
せ
し
む

暦
応
二
　
（
一
三
三
九
）
年
　
九
月
一
八
日

某
、
今
津
勝
福
寺
領
内
の
遵
乱
狼
籍
を
禁
ず

勝
　
福
　
寺
　
文
　
書

貞
和
六
二
三
五
〇
）
年
一
一
月

今
津
勝
福
寺
住
僧
進
攻
、
勝
福
寺
々
領
の
安
堵
を
請
う
（
お
そ
ら
く
足
利
直
冬
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
）

太

宰

管

内

志

所

収

勝
福
寺
文
書

正
平
九
（
一
三
五
四
）
年
　
七
月
二
八
日

頼
継
、
顧
貰
両
人
、
今
津
誓
願
寺
に
田
地
二
町
を
寄
進
す

大
　
泉
　
坊
　
文
　
書

延
文
三
（
一
三
五
八
）
年
　
四
月
二
〇
日

足
利
尊
氏
、
今
津
勝
福
寺
領
に
守
護
地
頭
ら
の
煩
ら
い
を
成
し
、
検
断
を
す
る
こ
と
を
禁
ず

足
利
尊
氏
、
恰
土
庄
金
丸
内
風
山
岡
島
白
浜
等
を
勝
福
寺
に
安
堵
す

－
延
文
四
（
二
二
五
九
）
年
三
月
二
日

足
利
義
詮
、
今
津
勝
福
寺
に
恰
土
庄
友
永
方
元
岡
山
福
名
地
頭
職
を
安
堵
す

足
利
義
詮
、
勝
福
寺
知
行
の
今
津
切
通
田
畠
屋
敷
等
を
安
堵
す

七
月
二
五
日

足
利
義
詮
、
今
津
誓
顧
寺
の
天
下
静
譜
の
祈
祷
巻
数
を
う
け
と
る

大
　
泉
　
坊
　
文
　
書

延
文
五
（
一
三
六
〇
）
年
　
六
月
一
七
日

藤
原
氏
輔
、
今
津
万
福
寺
領
田
地
二
町
を
勝
福
長
寺
老
方
外
和
尚
に
安
堵
す



貞
治
二
　
（
一
三
六
三
）
年
　
四
月
一
〇
日

島
津
貞
久
、
子
の
氏
久
に
所
領
を
譲
る
、
巾
に
大
隅
守
護
偶
筑
前
岡
今
津
村
あ
り

島
　
津
　
家
　
文
　
書

応
安
七
（
一
三
七
四
）
年
　
七
月
二
六
日

沙
弥
率
阿
、
今
津
誓
願
寺
に
荒
野
を
寄
進
す

大
　
泉
　
坊
　
文
　
書

天
文
七
（
一
五
三
八
）
年
　
三
月
二
九
日

臼
杵
親
連
、
牧
園
中
務
丞
に
志
麻
郡
定
直
職
、
今
津
四
所
登
志
免
両
社
領
を
安
堵
す

児
玉
観
採
集
文
書

（
右
同
年
か
）
　
　
　
　
　
二
月
二
五
日

臼
杵
親
達
、
定
直
中
務
丞
に
あ
て
て
、
今
津
四
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PL．Ⅰ　　今津桧原と元完防塁　左上の島は能古島、山は毘沙門山（△183m）手前は大原部落、

桧原中に白くっノらなっているのが元完防塁線である。



PL．II1．今津・毘沙門山と元完防塁線　2・毘沙門山西麓の防塁全景（Ⅳ区－2）



PL．III L津舟崎と大原部落　　2・津舟崎の遠望

．．1



PL・Ⅳ　今津・緑町の元完防塁全景（III区－0－20）

しヽ



PL・Ⅴ　今津・緑町の元完防塁前面（III区－12－20）



PL．Ⅵ1．（上）今津・大原の防塁前面（Ⅰ区－3）　2．（下）今津・大原の防塁前面（Ⅰ区－2）

1紡



P L．Ⅶ

1．今津・長浜の防塁後面（II区－3）左側が玄武岩、右側は花崗岩

2．今津・緑町の防塁前面（III区－14）左側が玄武岩、右側は花崗岩



PL．Ⅷ

1・「蒙古襲来絵詞」にみえ

る碇石

2．「仝」にみえる碇石を巻

揚げる車輪

（「絵詞」は宮崎県立博物飴．

松平本による）

3・4．

福岡市唐泊発見の碇石

全長2．24m

‾2

感蛮謹踵悪感蓋融感鯛袈藍

㌣∵一∴一一㍉
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